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BIC FES. Pseudophyte 粘土 (1) 


Ret 高 橋 純一 

mB Ee RK RR 
HERA OWN, HERO 硬化 過程 を 観る に , 4 OBUR RPh, 最も 結晶 化 
BD GRIEVE FA Cdégelification) 03% +0) (SREB CHER ZINC RE, 次 で 水性 
JE BERD b RE 25h Py SO ARC BBE L, Wd ERR Uh HRS CBR 
を 係 ち , COPE ERE IGE S SIMA CHD CB HOMD 2 BMS So 

ELE OBE ISBLHET dh DD’, Bi CERO) Meelis (SHRM DIN Tk22 % 0 

VER GORA IES Pra EAS, <2 2 KR GS DHT する 事 が 出 
來 る 。 そ の 1 は 長石 雲母 等 , Veradsky OPH 4 +) ke AT AMMO M, 
化 に よ つ て 生ずる , (latertization の 如き 極端 風化 を 受け ざる 限り 9, 其 核 を 保 
AT) WAY LEACH D MMO MM(SHRM LS IE > Y > BET ENR 
CAlumino-silicate), ak (Lt O INDEED AWE, 主 と UCR 
の 風化 に 依 て 生ずる 粘土 物 で ある 。 VERMA POKEBEMS 2 の 系 統 に 属し 。, 
EBSA, EOL WIC KOTHRADEELEORS (Aik 4 HE, AF 


m2) ‘ a wt wk 


FeO IRTELO CBA HD 

WRREICHENY 岩石 基 の 加 き BARONS CT &, AUR AO AB SE SPS 

BES 4 GEC ENT O CH Bo BN (SRR ZEAL PEA FO SRD Te OBE 
白土 の 如き は , FRR BUR BX LD CHEM S SDs CA. Fersman, Geo- 
chemie de la Russie, 1922), 266 < JEMAILHS TE TO 1 成分 を なす も の 
CHE Io REVERED BS Str Sheet ms b, 27) ~ RT 
LEIBA ERE ZS SWZ EMS SF 8 WHET H So 

AFSO FRAUEN FES SBR S, FEAR TCG EOE TE OTe } o ESRI 
BIW HR TC も, FEMMPRIUICIA G % & TARE HEELDIETFE U TIE So 筆者 の 1 人 
Cali) ($ KIEV, 同 亡 に 産 す る 油 母 真 岩 の 調 査 の 傍 , © ORG & PRE 
せる 事 が あり , Ria) WATS EF ATRL CK CHE Strike Ds, UPI E 
LChbINEEO ARAL BA UL Came So 

ROBE Abie OL, BRA ER OFHBL ORR FFL, 
EOKHEES SO SMG E SIME O BBE 6 BUEH 2-5), 比重 は 2.9 に 達 
する も の ある も , COND MRO AMT SEM Ze TP i TS DARAK, HHA SO 
DOW BSR G ¢ 2.6~2.8 piers SAT <, KIC KO TBIEL, Y リト マス 試験 
ARIS 7 YD PERCE LAB. 2 OPA REA ROM RAEI ze B&O 
CE OMPDIS MIL bY OT vo) Pete BS Do TER Si-OH な る 構造 は 
極め て 不安 定 で ある が な , BLOF CSE ORERD IIMS Bo 

この 粘土 は 外 酸 及び 人 硫酸 に よ つ て 殆ど 全く 分 解 さ れる 。 但し 多少 不純 に 
し て 凝 旅 質 な る ぁ る も の は 多少 の 残 津 を 生ずる 。 

© ODENSE EDT BUCS BUSH O AE CMH 22 fe BED AES, 
Be CRS SRI KOT AMG UTERUS KOIBO CHS. 

1.59 Ny <1.56 1.575 
AR LF (81 UCR E EBD (3 年 余 乾 燥 ) は 1.6 に 近い TAEICADE B 
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部 分 も あり , SO 人 復 屈折 性 は 殆ど 認め られ な い 。 要する に BYRMMC 

つて , HeVELS TERE (CHE BD HEU | 
femRL 探 集 後 間 to < 5 OMERR LOD ETON CHRD, そ 
DATO IID URS tut BPBOMSS yO Re 0 Le EI 


B = 表 

a TD AGI) REED 
SiO. 35.81 | 31.293 | 31.18 | 35.31 | 32°84 
Al203 17.57 | 17.97 | 1828 | 18.28 | 17.34 
FeO 1.67 ? 4.85 0.83 1.04 
CaO 0.78 0.41 = = 0.75 
MgO 30.75 31.58 31.11 31.61 30.48 
Alkalis 0.42 — = — — 
Ig. Loss 11.86 11.97 12.52 13.26 12.16 
Tatal 99.81 98.77 99.95 | 100.55 99.90 


CL) BBW «CARNE CIV) Clinchlore(Pseudophy te) (Zepharorich ) 

GD 同上 (守屋 分 析 ) CID) Clinchlore) (Besafotra) COrcel. J,) 

CV) Clinchlore CPseudophyte) (Von We-necke) 
て , 更に 著者 の 1 人 (八木) は 周到 な る 注意 を 以 て その 分 析 を 行 つ た 。 そ の 
MRSB-H DROEUID OMS, KEM T OL IV CAR URS YD 
クロ ョ ロール は と 類似 せる 成分 を 示し て 居る 。(11I) は マダ ガス ヵ r ル の ペ ベ サ フォ オト 
SEO IER TC tv AN OAD, CIV) は ボボ へ ミア ァ 産 の 所 調 シュ ドラ イィ イツ ッ ト 
で ッ ェ ファ ョ ッ イ チ の 分 析 に 係 は る も の で ある 。 

fal Doelter に AGAR Saute SHS 1 RCI L skid Hh, Klinochlor 叉 

は Leuchtenbergite の 成分 に は , HAIED ZRIGEWHES LODA SL. 第 一 
表 エ か ら 鵜 貴 閣 土 の 定 肉 式 を 計算 する と 3SiO2. Al,O3. 4MgO. 4H20 & 
0, ZEORF ORES 3:1:4:4 LKS_ 即ち 従来 Pseudophyte な る 


1) J. Orcel: Recherches sur la composition Chimique des Chlorites. Bull, 
Soc. Franc. de Min,, T. V., 378—, 1927 
2) Doelter: Handbuch der Mineral Chemie, B, I], T. 2, S. 688. 
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BRIO PC Ee Meth RBG 7x & Chlorite (Clinchlore) (2A > 
る も の で ある 。 オ ルス ル の 分 類 に よる ょ と, Pseudophyte (SMB ARIE 
群 の 局 名 と し て 用 の ⑦ 可 く , そ の 各 分 子 比 は 3:1:5:4 乃至 3:1:4:4 に 相 堂 
す 可 きも の で ある 。 その 標 式 和 的 な る は アル リス の Markirch 産 (第 1 表 V 、 
外 に I20 が 2.28%), AOR bY Borostyanks 産 (CW. Wartha 分 本) 等 で 


HDA. BH HAO Ss rhs Re Foe ~A WOPER AI GED THES AE KROM ¢ 
Fe,Og 


A ON es Re 0 
で ある 6 7 23.4 “MgO =,0.03 a ALO 
=- ©3208 _9 
Al,O3 


BD DPBIROK AMS S34 な る が Melo Clinchlore-Pennine 群 に 属し , 
Leuchtenbergite (s=2.32~2.66) £0 &#EED EW. FU ANOS FAC 
依 れ ば , an ihe he Clinchore cae Clinchlore- 
Pennine'y 0 < ae - Pennine! A bese cy Be 更に オル スル は 
Pd sc magnesiens 7 £<0.01, 0.01 C£<0.1 O) 2 類 に 分 b, Pseudophyte 
(SRBPOD 1 Be wT ED EMKUTH Bo | 

FEU IZORPHI ESL, EUS YO Pseudophyte RUPEE OD 
それ は ペン シェ = ニン 群 に 入る 。 Clinchlore Sp2At?~SpAt; = CC Pennine 
Sp At~Sp3At2; 8<s<4, (Sp=Serpentine molecule, At= Amsite molecule) 

上 碑 に 大 出 に 於 て , 鵜 路 産 粘土 は オル スル の クリ ンク ロー ル に 近く , その 
Pseudophyte に 類する も の で ある 。 iH UTHI Pseudopeyte に 比 し , こ の 
千 土 は 其 分 散 度 に 於 て 極め て 高度 に 達し た る も の で ある 。 な は 第 1 表 て 1D 
の 分 析 結 果 は オル スル の クリ ンク ロー ル と し て は FO DME 量 な る が 
ANS &, GAC Pseudophyte (SMMOWWB (c KOT Pennine 族 に 属す る 
EDLBH GE, BAICM TS Pscudophyte )#if¥](& Clinchlore-pennine 


1) J. Orcel, op, cit. p, 379. 
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族 に も 延長 する も の と 認め られ る 。 


HSU OMS 著者 の 1 人 OVA) (SABIE 2EIRO FIC 加熱 し 


PURPLES KOT € OMAR ARGS Ze BB 


し た 。 その 加熱 速度 は 3 分 間 に 10°C 温 
度 を 上 昇 せ し め た 割合 て あつ た が , その 結果 は 第 2 表 に 示す が 如く , KK 
600~700°C 及び 830~880°C の 2 回 に 主要 な る 脆 水 が 起 つ た 。 そ の 脆 水 曲 


a 
Tempin oc] Voi [Temp. inom or 
25 0 600, 3.60 
50 0 610 3.80 
80 0.18 620 4.35 
100, 0.77 630 5.18 
120 1.54 640 6.28 
140 1.85 650 7.26 
150 2.05 660 8.25 
170 2.20 670 8.81 
190 2.25 680 9.00 
200 2.25 690 9.20 
30 2.3 700 9.30 
250 2.45 730 9.40 
270 2.51 750 9.48 
300 2.65 780 9.55 
330 2.76 800 9.64 
350 2.84 820 9.70 
380 2.90 830 9.83 
400 2.98 850 10.08 
420 3.08 860 10.54 
450 3.22 870 11.04 
480 3.28 880 11.48 
500 3.04 890 11.74 
53 3.38 900 11.84 
550 3.43 950 11.83 
580 3.46 1000 11.86 


線 は 第 一 園 A に 掲げ た 通り 
で , OFF AD 一 つ OWED 
を 形成 する 事 , BO! AL 
JET MOWED EAP 2 
DEW ke RT LOCH 
る 事 が 知ら れる 。 Blk sx 
ぇ ル の 行 つ た も の で て, ID 
live PWaAarAnBeyvzs 
ト ぅ 産 の ク リン シンク ロー ル て で 
その 化 衣 成 分 は 第 一 表 LL 
に 相 族 する 。 オ ルス ル は 粉 
HAL B BE Ze od LOWED AS 
温 に 於 て 貴宏 に WO, その 
貴宏 加熱 に 際 し て は 20°C 
よめ 550°C に 達する に 156 
分 を 費 し た 。 520~530°C Ht 


J OSIM AR DURRIS Ze 0, 550°C に 達し た る 時 に 温度 の 上 寿 を 止め , 約 43 時 
後 よ り は 殊 ん と 脱水 が 行 は れ ざ る に 至り の, 更に 21 時 間 温 度 に 係 ち , 合計 64 
時 45 PRE Ute o HS 2 [A OMftak(& 700°C で 始ま め ,750°C で 最大 に 達し た 。 


1) J. Urcel; op, cit, Fig, 14, p189, 
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MRI LC OF Vy eru—nlEKA 520°C KRU! 700~720 (HES ARS RA 
な る 2 種 の 水 化物 を 形成 する ゃ も の で ある 。 

捧 様 に 測定 方 法 を 異 に し , 且つ 人 資料 同一 な ら ざ る A, BOM Kk thie HR 
する は 移管 を 得 ざ る が 如き る も る , 基 の 測定 條 件 を 参 慮 に 加 へ 且つ オル スル が " 
Repidolite LOS CHOBE BIS B LAB CHS BOO 
と 云 ふ 事 が 出来 る 。 


第 - 
cde (B) 


a 


0 of 
24 
Ef 
8 5” 
=) g 6 
= S 
z Ee 
=4 Ag 
g 
4 , 
2 


400 ris 
Température en C 


m0 40 fin) 
Temperature in “C 
A Ue OR 土 Clinchlore 


OTB MBIA LIS S DALEKS ISHS CT Pseudophyte に 近く , その 他 の 物 
理性 も 之 を 青 定 する も の で ある 。 MUTZ OD MEE (kA AE REARS. GE 
ESET OT oY) PERE IES L,  OMME S % DIS ARSAR, 亜 透明 
REENS UTD HABA ¢ , RANI CUS AIB TRC H BPE Ae < , STS 
THER CSRS KERR SL, BELA EE 25 SMP % H |B’, その 大 部 
(SAAD 2 22 OC, Ft STRIKES DS > AMFLO BBS & BEALE 
Dfpkine sii LIRIC 4 OAS & OPEABIT IZ HEAT PEO SBD IRD eR abs 
ある 6 

BSAA Ze i CT WEA RE AMER TS S 石英 塊 や 姜 見 する 事 が あめ, 内 


NRCS eee 90707) 


に 小 量 の 方 解 石 , BAO Kh (RAO UF LODHS), PRCBIR 
SNR, 石 鉛 確 , 硫化 鐵 等 の 微 唱 魚 を 件 ぶ ふも の も ある 。 

TE CAS PERE (STEM O AERA EWE LT, その PMR te B Pt 
De ani Gt o RU EM ORE IR ES ELE & OWRD A SPS BBLS 
れる か ら , KIZHOREIBET Pseudophyte Hib & AMAZE DBR A O 
を 知ら な けれ ば な ら ぬ 。 . 

BMEREM POUR dd to OFS —NO RUEBEN OME 
iS KMS RBG CIE Th 7k SE ITSTE BERL UC) PAGES OB BHR A 
ACMNIIS  % OUSMBAIE HEIL IES § PEO HUET OB SWB Bi 
L, FUSE LC RET 有機 物 を 含む 事 稀 な ら す , TtBCA, 安山岩 等 の 火山 
OZ 6, HUE THO PBR & COWCBS So BAMBIS & 火山 岩 が 少く な 
(O03, BAG LLE, HERE OL ODS 6, 度々 TEC BABI BIS L, 一 
WUT FLA SHO, MEL EAGT Z AIC IK UT WAI OD SHS 
Do MULL OMIM POBEHAK, TOMCMBMRe 示す 部 分 さ へ 
あり , HATS OE TE DECALS RIS 2A} H OMB BER 


“m4 opie (CFA (h9 BFE OVE, BOILA) BHSo KV LMPOR BS 


BWOD LONIGL Io LOBE EORBRNE & Old, 第 3 表 の Il 
に 示す 様 な 成分 を 示 UTES CBW OIL). COR BISBULE £2 TU Bitedy 
BEI Hae CHR ¢ , HAE AS CS LG ORI CISL & OFBBE 8 5B Uo 
その 成分 より 見 れ ば ヵ ォ リン 粘土 と 密接 な る 開 係 を 示し , IE CGI BS 
C ld RBH, VERE RO BIBLE LIED DO BAAD S DMS BEAK 
FoF Bo WALI UC HIEREIIC AU S TOEMRMROZBO MILI IES 4 
各種 の 水 成 岩 に つき , ERE OME LIBK SBA EO, 以 て この 種 ア ル ヵ 
) HF LIVE RUA SOUR MRA 2 mFS ALT OKREOBZICAEALS 
る も の で ある 2s 
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EO RR ARLO BH PEI OCEOTA AICHS CT 外観 上 AisIEO LARC 
MBS SRA AS AMMGIIC 於 ける も の と 同様 な れ ど , HES — BEE 
し て 石 族 質 な ら ず , TOMA HASIEOs MSS BS SMELT MHS 
な つて 居る 。 Hea Ht 60 度 内 外 に 傾斜 する 節理 面 が 交差 癌 達し , BELA 
造 を 示す 事 稀 な ら ず , COMPS AF ORR JL Ao 

BIS LAY EE D S MEHEMKO 8 Oe PRUE 概ね RPE Ze OU, Z 
HB WERE A AKER % Pseudophte clay £ OHEFRIAICHS TISE A RADE 
EO CR LA ORMOREK LS ILS 8, 一 般 に は BFL HE LS 
FEE L, RAO MSAD KT AEB HOT, — LIMO aie 6 
す も の ・ ゝ 如く で ある 。 

TER 7S AiG Pseudophyte 粘土 の 混合 居 (? う は 時 と し て 山 色 頁岩 を 兵 有 
S40 COB S (SMH L UTH PK BHEST SB, RGSS Wee UTE 
BM LOK C2? ) 中 に 存在 せ し も の な る を 推定 し 得る も の で ある 。 MACK 
て 此 種 石 湯 粘 土 放 を 走向 (外見 上 の ) の 方 向 に 辿れ ば , 碁 だ 不 規 則 な る も , HE 
し て 書 色 頁岩 に 移 過 する も の ・ く 如く で ある 。 

moO CRRA OWS OARS S 例 は 油田 に 於 て も HESS, 前 者 が 
癌 に 地表 に 店 出 さる ゝ 時 は , CORD ROT 凝 族 質 地 層 と 本 質 的 に は 
選別 す 可 ら ざ る に 至る 例 は 信濃 川 大 河津 分 水 の 切 割 及 鵜 幅 の 大 聖 塊 に 於 て 
も 見 られ る 。 夷 様 に 悪 色 頁岩 と 芝 と 互層 する 凝 旅人 層 と は その 無機 成分 に 於 
て 大 差 な き 場 合 が 多い 。 

PEI HOF MAITEAB EE EFEES PB MEMCAAE AS, BOM < テル 
DY Bb %e EM ESSE OT, MBE Cb, SODAS ATSB ASE 
1S, DRI DESEO PIO o 第 3 HU (S/VEI YE OF RIS ZBI 
KL OBAGI HOTZE 1~2 尺 を 離れ る 頁岩 の 成分 で て ある 。 そ の 外 
WUC TS UL と ょ 大差 な きも 多少 填 化 作用 を 受け て 硬く , その 成分 に HET 
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wR OO 
iy a: 
I II Il 

SiO, 74.03 | 63.62 | 60.04 
AlgO3 | 13.77 | 18.41 | 21.74 
FegO3| 5.16 4.78 8.93 
CaO 0.84 0.58 0.67 
MgO 0.28 1.93 1.46 
Ig. L 2.63 3.87 5.50 
Total | 98.51 | 93.19 | 98.38 


1 Ags PaCS 


Tl 同右 . 中間 部 
I 同右. AST 


oF BH ED Ht 


8 SENB IX OSE EO HAR I L, PRE 
分 を 減じ て 居る 。 第 3 KL RNG 
(CH BAL, AOMAKIC ZI 
OTHD NS LOT, BEEK OK 
Wht ts L, S OBIT BLS 
SENRG IN L HERES Oi, tise 
の 増加 を 示 し て 居る 。 要する に 第 
表 の 結果 は この 種 頁 岩 が 安山岩 に 
よ つ て 如何 な る BLOB AL 


征 つ 之 に こよ つて 如何 な る 毅 種 を 生じ 得 可 きか を 示す も の で ある 。 


i 


PSK ORE 


PS ED EME, THE SO HACE WERIS 局部 


的 に 集中 し , 且つ 明瞭 な る 結晶 形 を 示す 事 多 く , BARB ESS < BETES 
EGR A OLA SKM 2 7) > HEL C TOMO LR BE 
BIST ARELEO PBL BABR TCH So 

CMBRHOWHRR 然 ら ば この 種 の ヵ みえ リン HLA AD UIC LCR 


DE 


sa CE OHA SE 


fa Me SAI BRAMLEBAL, 
この 階 近 の 安山岩 と 同様 に He 
AIMED BD O し や を IS 
LOS ReaD UOTE NK 
BL CHR TRIO Kix S(h 云 
迄 も ない が な が , 例 へ ば LER, 秩 佐 
MRO TO mB OR 
の 如き は 多少 FABRE UT AFL 
虫 化石 は 全く BRET S され て FEARS 
BEAR Str, その 球形 蟹 に は 繊維 区 


210¢10) a A BH Bik B 


VEE DAR IUIKIC BET GL ODHS. MUM AR ORME ICES 
th & & BWC % SHR) OWE OD 388 WE CBS, 場所 に ょ つて 其 程 度 
(EUW RIED H Bo 


WEA PIL COAZE PICEA LIS fe Afidae LOBED AL, 
¢ (SBE L$ OPE U CREA EEPR ょ つて 交代 され , 時 に その 中 心 に 酸化 
GO HLS ie Blin O BE SL SED A SOF 2 [l, FAVE, PRITAD 0 


八雲 山下 , SR FPWR WO SBE DL 6 ede IVE) 2 受け た る 凝 放 層 と 


Tilt し, 2 PIGUMC SAU, HRA, RAG OPE S HMMM (Lani PO, 


— FR KA OSE Mian eA, C OISMIR Be BLT O So 


BrP elie VE OR IR EB UR A IE, (EF 1~0,5 mm OA Ze 無 敷 に 分 布 し 


選 を 題 微 鏡 下 に 逢 へ ば 環形 乃至 六角 形 の 輪 廊 を 示し , その 内 部 は 無色 非 品 
第 = 園 


BAT AT OPA RAINED 


PONS CHETe Sav Tht Bo FOMMO AL (5.53 3 LIT Hee a 4 Y 


~ HEL NC, 火 雑 物 の た め (GR S dr, HERGRIS EEL SS Sb, 題 微 鏡 化 石 


Os L < BEES 6 OISI4E L, F OFEMBIE 60.93~75.19 に 達し て 居 Ae 


I Fae 75 OPEV BEE Db Old, NEWB, KA REI OK & 


it 究 報 x 911C11) 


PBR 6 FFOMEIS & TEAL L, Sok SSISES RIN 2 DCEO CREE 
(CHA, HRA ROLAWED te SHIEH, 石英 等 を 含み , Ophitic MEY 
の 認め られ る 部 分 る も あ る) と 何等 か の 開化 を 有する が 如く で ある 。 

この 磯 物 は 上 述 の 如く 全く 毅 牙 せる を 以 て 果して その 如何 な る 磯 物 な る 
be BUE UME L Li, その 大 部 は 定 貴 に 示す が 如く (第 8 IBD X BOMB 
AL, COBH YO LBA LCE So I し て AEA RRO 中 央 に 僅か 
に 残れ る 微細 75 B BEF OD He EIS KRG AT Andalusite に 近い も の で ある 
D6, 一 層 上 の 推測 を 背 定 せしめ る 。 ラ クロ アァ 教授 も この 薄 片 を 一 見 し で 
その 洛 ら ず と 云 ふ る 達 か ら ざ る も の な る を 語 つた 。 

CO! Ad IO MES SF Oebticzs S 4 OMSK S 0.5 耗 幅 0.25 耗 前 後 の 短 
HAKC, SABE FISTS 4 IIB ASB OMI ROL, HO AOR 
合せ る も の 多い 。 

以上 要する に 南 帯 に 於 ける 時 色 頁岩 は , その MARIE を 受け た る 以 
BUT US EAS Be EJ 22 BE, BOT KO Takis (AAA EUS ) 
OBR HEMI OBME RUA LOSERS 240 (KID 


By F AWARE RORERKEOSML < 第 二 報 ) 


met 上 A dg 一 


< 


昨年 6 BY BIC OPRGE CBR UT ALE ROBO Bie BED ie 
め , 同年 8 AAAS PERIZ ICME OF MEIN OT AAS BOHR 
bo IEMERIRORIA IEA HME WI LIED LR GUS, Ze 取り あえ ず 
ASEIC BEBE Oo HOU UCHR 9 FDI ROD HEE oh ASTUTE BE WIN A 
DA PHRIC & OCUMEU S 21, JERE OPAC REIN CEI 同 測量 


1) Ait, He 3 AB, Hh 1 aK. 


212012) aA Bi hy Hh KS 


Ha MMAR EE OMEREIS EDC NBG £-CHM O Ht AIE, RE BH UGB» 
に 至ら ざめ UC, REEL OS LOM Hh CEM ORR LOT 
姜 表 せら る ・ ゝ に 至れ め 。 LER LAKOMROMC DDE 6 SOBREM 


第 ーー 表 

測定 者 | 上 田 | eww xa 田 

測定 期 | 昭和 4 年 7ー8 月 | 昭和 4 年 9 月 昭和 5 年 6 月 

NS dhy — dhy— |dhe — 
jow\| ae dng] ane dhs, dhs 
5957 | ABN b BE A |B) b BE AB) b ABLE 

Beg —16¥ +23 4+ 7] —20%6 | + 458) — SKE 
7063 2553 oT eee —33 a ey hae 
7064 —59 —49 —10 248 SG! ESS 
7065 —75 270 5 —64 SALE Pree 
7066 —93 ae 2116 —65 eae eI 
7067 —107 —85 —22 —69 = 3S sen 
7068 —105 —79 —26 —63 & 4) nea 
7069 =07 —66 ea —54 43 ieee 
7070 —85 —59 88 | —44 |, —11 
7071 cohen | EHO. pias HOT Mt Bere afi? 


DIO EMES, RD & FFL < MMVOIGIN 2 AAS SSR OUME AR L, 且 そ の 
MASEL ST L BWW LOMA LOA SBD GF, BE (SHG 測定 時 期 に 於 け 


第 - 
i mM eS ne 
eS IR by FS SO Se Se HET o° 8 
Sess Sek Sas Sf See See ee 
“ き 
に RR RR rt a OEM TEL NS NR 


© WBE OY ROBE BY Ze LEX BIL JE SR LA, WEGARS (IV KOT RES 
2) 
られ た る 所 な め 。 


1) 二井 中 二 : 地震 研究 所 柴 報 第 BAR, 298~300, HB 5. 
2) Ai, BOR, HL HE. 


Wh ee mR x 21313) 


第 = 表 UOC FEE (SEAL) 


Wes | PH fk HH am lik O, 新た に HALE 
測定 期 we Adee sy | 昭和 5 年 6 月 : | ae 
S he PRI PULA Z Ay (A819) — 
0) 7 Heat tid 4 KB aY ~~ B RRM (E19) - 

Actes | 8) gec7058) aap in, 
5967 |b Bae | RED bE A) …… oe re 

| R19 — 2246 —2u¥— | — 2a 前 年 の 測定 路 に 就き 同一 測 

AGO Miah re hike hw he ee 

mel F< 81 45 | —36 | PRO IRL, PRO LR 

7060 —83 —60 —23 in me 

| 7059 |* . —82 - 64 1g | dee ARE RL, HET 

f 7058.) -° 61 —70 i 9 ie ves . 
7057 Le aes …、 | MPR SC ERIM ATE BY BE 


FOE S SOREBRBY TS O し ゃ , LENO He SPOR MG 2 OR 
paar Whey fa HEA LRAT Oo 
AMOWIRI & OCIS 
ZS | sR Labo et 
ee PT tlké BLARROB 
; LBOM Le Me Zeoy 
SORE RLD—PECHARERE 0 
b RES tg, hy — hy 
U 4h4—4hs の 示す 所 は , 
夫々 同 火山 の 西館 及び 北館 
IAAT, 昨年 6 Aakis 7~8 
月 以降 借 々 1 ヶ年 足ら ず の 
期間 に 起り た る 基 角 左 動 と 
RUT ET Lo ZBOR 
及び (BN arid’, EE 
に 於 て は , ATE 4 年 陸地 測量 部 地形 園 幅 調製 の 党 時 に 比 し て , SMBUS HT Ze 0 


21414) a Fi BR Uy Oh OR BS 


著しく 沈降 せる も , HOPI HUY T SHE CRI ORE IO CRB 
ALF SMMLAT SIME Oo MUTHRE PANE TSH SLM ES 
沈降 の 傾向 と 類似 の 形 を 以 つ て , 比較 的 規則 正しく 行 は れつ すゝ ある に 反し , 


ACTS TS MI OVE AKG CLRID UTH(EMNO*S HSROMS6MEA . 


FED To 6 To KIC L dbs (LHD S TAME 6 ACH BRR EE ¢ 
時 は , 43 2 NISL G Ss DAN < , ABS el & UCHR Bale 4 
RUTH OKSFROM<, COPA SHS, BAO Hilal et 6 AER 
HEOBRMEISA HOARE CHE BENK PAM, 且つ 今 (SRE I LO» H 
BO E Shp LieFJ Lo 

SBTES BAX BS O HEMT 2 WIS OL TEBE IS 深 碁 の 謝意 を 表し , BF 
TT HEI IB Ze BFE} 22 ERS EC GLAS PS 20T2 SHEA ROPES 
氏 の 御 好 意 を 深謝 す 。 


花岡 太 山 産 硫 戚 銅 鐵 碗 の 結晶 形 及 び 
題 微 鏡 的 性 質 に 就 て 
mat YE BE AY Se BB 
Ec = 
RD aE ee a 
dy Bl SA EERO EMA る 記載 あり , AFSL jit < AG Bs Mize 
れ ど も , その 反射 題 微 鏡 的 性 質 に 開 し て は , 従来 記載 せら れ た る を 聞か ず 。 
SRS ta DS, T ORFS KO CAS L ¢ WEA) PEE (Chalcographic 
properties) FRI F SRI T, 特に 注意 すべ き 磯 物 な る を 以 て , 既に その 
TET OWN 6 tk SABRC ET, © OM OBER % 試 む る も 無 意 義 


1) AE, sw BS 35 A CHF 3 4B) 537-~546 頁 . : 


A PE ee SC 215015» 


な り と せ ず , HL OC ORMIAI BA LC 8, 和田 氏 記 載 の 標本 中 に 観 祭 せら れ 
ざり し 二 三 の 面 あ る を 知れ る を 以 て , こ ヽ ゝ に 重ね て ADE BERRY ty So 
も の どす 8 
HaARORE 

概 形 AOC Sihanals, EMMI O 東部 に 位 す る wl MEKE の 一 部 に 於 
CT; 不 規則 な る 上品 洞 あ な し , 或 は AFORE BIS MAES S EOI UT, 常に 
< 軸 の 方 向 に 延び た る REAM 7h L, その 長 さ 38~Tmm, 稀 に lem を 超え 
左右 35, 和田 氏 の 標 品 よ のり は 大 形 の も の を 含む が 如 Lo 

imam (SEA A Sa = SUERE L, ¢ WIC OCHS 8, JE & OMe TE 
L, 測 角 に 便利 な り 。 然 れ ど も , COMME の 柱 面 受 び 軸 面 の 動 控 
AZ Coscilatory combination) に よる 多数 の 終 の 條 線 あ おり, LO BE 
C110) に 接し て , (650) Beis (760) (23 S RI Cvicinal face) BEL, Ix 
SUN FG BR 2 FA CHES BBE, 解明 な る 唯一 個 の 反射 像 を 現 は すこ と は 移 
に し て , ユー に 評 り て 多 敷 の 反射 像 の 並び 現 は る ・ ゝ 場合 多く , KY EOS 
ち 特 に 著 る し き 有 反射 像 を 選ん で て 主 な る 面 の 測定 に 供し 得る の み 。 

Moms 観 祭 せら れ た る 主 な る 面 は 


還 面 2 C100), 6 C010), < (oor) 
RE ++ m (£10), i (120), 7 (710), @ (210) 


底面 …… CO (ZOE CT; 
(OZ EC CCT 
MET ----0 (zzz), p (x2), 
に し て , MP KE (BEST AE m (110) BUY ¢ (oor) (2 UT, & (400) (SBA 
ど 淀 に 存 す れ ども 6 (010) (LEAKE Oo 2 (420) 及び 〆(270) 叉 は ヶ 
(310) (& m (110) & BPE RIE% te UTHE S FETE b, CORE (zzo) に 
Fs (Corr) (& ¢ (oor) WHY CHS LS, 征 消 に し て よき 反射 像 を 示す 。 
Rh (101) (DIG EH Eb, BH UT, 6 (007) と 共に よき 反射 像 を 県 へ , 々 


21616) 


a i th KS 


(102) 及び (201) (2 > KERN eae & & PRO Je Re BL LC OSA 


第 一 ff 
WY 
eS SN 


| 


田 氏 の 測定 せら れ た る て (65350) 及び (8zo) は そ 
AUTH M (110) 及び & (100) O) GRR APP » 
BOLS6 OE LTHLS Ss PMS 6, 2% ° 


HERES % (<A % Rene IE 4 DL CHBUEE DB 2e 得 


SO So 

m (102), “(20T) RU p (112), 9 (111) KH 
面 は 箇 田 氏 の 結語 中 に 記載 せら れ や ざめ の し 面 
な れ ど も, 余 の 標本 中 に は 屋 々 観察 せら れ , 
USGI HE RMB IS C Z OD 種類 を 明か に せ 
6 る 。 H (021 SHERRY 6 20S HS AS U 
C, 余 の 標本 に 於 て も 唯 だ 一 個 存 する に 過 き 
ず , その 決定 に は な ほ 材 料 不 足 と すれ どる も; 
候 に 選 (oz2) LC FARSI CR 


せり 。 そ を それら の 開 係 は 第 1 園 に 於 て 明か な のめり 。 
GE m (110), <(007), ゞ (oz) の 諸 面 は 常に 鮮明 な る 反 射 像 を 和 興 へ , そ 


の 相互 の 面 角 第 1 ROR し 。 但 


し (77o) OSE Ia(k, BO MAL TTC 


よる 反射 像 を 件 な へ る る も る, ED 8 ORLA IB LIBK 0 。 


= 素 


(410): (110) 
(001): te 


| x 人 角 ‘te 
| 


Le ee ii |B yy 


| 
98° 06’ ILLT 19’ 97° 56’ 


39° 38/ 39° 45’ ie 38° 42’ 


He 1 HONE & 0 OMA a: 2c MET RIKOM し 。 


@:6:¢=30.8703 3 1: 0.830! 


これ を 和田 氏 の 測定 し た る 値 


研 FE. 報 次 217017) 


@:6:¢==0,8650:7:0,8312 


に 比 す れ ば SPS LIMA 9, HOT Spencer eae BRO Kina 


UE S Pgh 
a:b: c=0,8694 : 1: 0,8303 
に 近 し 。 
MA MWAOMEEU CHE LK SAR MMO MH L tO Be Hee 
3 = 表 すれ ば 第 2 ROM Lo 
ia 角 | seme | arse | ake | AB EEE (110) OB 


| SEIKO, ita HB 


(110): (120) | 19°02’ | 19°06 | — 4 
; 

30 bali aS A Hilfe 3 FEK 

5 

7 

5 


C110): (270) | 17 30 | 17 31 Me. 
| C100): Gro) | 15 39 | 16 11 39 
(oor): (102) | 25 25 | 25 30 ey 
(702): (yor) |18 16 {18 9 | + 

+ 


を 成 せ ど も , 屋 々 長 軸 面々 
5 | (zoo) OFFS LE BBEE & 
© CHRYRE RL, 時 に は 知 軸 面 Co70) %BEA TH UC ATMA 2K UCB 
(PED OCB ZF), 前 後 遍 側 に 下行 の 凸 過 を 有する こと あり の 。 

端面 中 最も 咽 通 な る は 族 面 <(o907) な れ ば , Hee BAIL MoOe KE THE 
8, EIEIO THe SD 2 (102) BRIS & (10TH OAS L < BEL, FE 
O) Sie FD (i ib, WR ROMMB Ze AS Oo bb OC 2 fal), 現在 硫 
ALGAE & Bm GS» Luzon Be luzonite, Baden 産 clarite FYE CHsr 

BARR t Boones i Msc OMOMRIC ESD 

Re HOME ERM eT LOH O, AMO ee 
2, MEQ BSED P4TIBAB ICIS OS, RA OTEE BERL ST SHEL T o MA & 
2, AWE OE AS 20 AR UT, WB LSI © > oP > ABS CBB LSAT 


(407): (20m) | 18 36 | 18 41 
(011): (021) | 19 20 | 19 15 


鏡 下 に 観察 すれ ば , PATE DH = BUR CHSMOREv? RIF 4 の 
ね れ 著 し Spencer Of Ht: B x” (320) Ze Mina & FT SBMS SS Lo 


1) L, J. Spencer, Min. Mag, Vol, 11, p. 69, 1989, 


21818) Le OR 


ZACK UT BELO AAT Eda PAB L, tO mize UC Biel O IRR eT 

る も , 各 部 全く, VISA Gtr, 前 記 の 如き Sr WME を 見 る 能 は ず 。 
Phi Hid (HEPA UT, 特に TOPS AGSEO > WIMEBIS, Ae 

iy MRI 22 4S D AU Ze A CRD POT AK 22 eS BB dO, 時 に は Ber 


ip © SRO RAS Ada BLACKS 6 Ss SEDO, また 稀 に は ABELO 
8H) PLB IB Oath 2 AeA: FS o 
& at BA tah Se BB 


Hem AVDOIRO SiMe BRGY S 6D ¢ sO tia De(100) 
b(or10) 及び coor) “EWR e BEC Z Ze SMC HI 2 Ic, その 面 
SNS LC HUBS 0, KET (170) IL EAEE SVPD Hew, ¢ (oor) HHICHE 
て その 姜 形 の 輪 廊 に 下行 な る 二 組 の 線 , 2(zo0) 及び 2Cozo) に 於 て は その 
延長 方 向 に 整 行 な る 一 組 の 細線 と し て 現 は る 。 

但し 結晶 相互 の 境界 或 は 双 唱 各 生 の 属 別 は 明か な ら ず 2。 

色 及 び 多 色 性 通常 光線 に て は 多少 赤 味 を 上 帯 び た る 旅 白色 を 呈す れ ども, 
直 反 射 装置 に = ニュル を 加 へ て 分 極光 線 を 反射 せ し む れ ば , 明か に 多 色 性 を 
示し , = コル の 振動 面々 軸 に 生 行 な る 場合 に は , Hb BS LS ALR MBE 
4 軸 及 び < 軸 に 下行 な る 場合 に は , むし ろ 放 黄色 を 帯 ぶ る を 以 て ,2(700 面 
BO ¢ C00r) 面 に て は 色 の 療 化 明 瞳 な り 。 2(ozo) HELIA Td, ORME 
(EUS b, 振動 面々 軸 に 生 行 なる 場合 は ,< 軸 に DHE ABS EO BIO 
MIKE SDM Lo Btvk& &, Pras pink enargite RM SIRS AK eI B 
ES 

王 渉 色 及 び 消 光 位 直 反 射 禁 置 前 の = ュ コル に 加 ふ る に 題 竹 鏡 筒 の = ュ コル を 
FRA し , 雨 者 の 振動 方 向 を 直角 に し て WHE S BIC, ¢ (oor) TCA AH 


1) BOtMC LOTHETS TBE LA 性 質 を 異 に すれ ども , MRELRK Coe 
を 用 ふ 。 


Be) BE RR we 919019) 


PRT HS Cis, AMM OS SO TERIC DER SHEL, TORK EH 
よく る 及び 2 軸 の 方 向 に 一 致し , その 中 間 に 於 て は FREE As ap i eB 
To 即ち 若 し z 軸 が 左上 方 よめ 右 下方 に = ニュル の 振動 面 間 を 二分 する 場合 
に は , i SSH Withee L, Zk 45° 廻 朝 し て 上 下 の 振 動 面 に に 一 致 せ むむ 
れ ば 噌 旅 色 と な の 0, 更に 4° 帯 朝 すれ ば 暗 紫 赤色 を 早 す 

@ (100) 面 及び 4 Coro) 面 に AEFF Zo AWARE TATIC HA Td, < 軸 が 若 し 左 上 方 
KOR = 3° Oe IF SF rik m he BL, Zk O 45° 7b 
し て 振動 面 に 一致 すれ ば 完全 に 清光 し , 更に 40° WE > is ep he BS 
れ ど も , 其 に で Coo7) 面 に 下行 な る 研 春 面 に 於 ける より は 暗く , 特 に 青色 を 
時 する 位置 に 於 て 然 り と す 。 

Not OPCMIS AI BAKA 三 結 上 曲 軸 の 方 向 に 一 致し て , BAT RO 
特性 ゃ 完備 し , 重 屈折 及び 多 色 性 は < 軸 に 直角 な る ぁ る 研 礎 面 に BAT 最大 な る 
SOs MLe 

LLORES & ¢ Schneiderhdhn’ [LO PFA Ee HEALENBE “ rosa 
Enargit” に 類 し , ま た KER CT Murdoch 7c の “ White enargite” に 
ーー 致す 。 Schneiderhohn FEL HEALER % COFIZ KOT rosa Enargit と 
granlicher Enargit と (2 3} 6, fil ASIN IC RAL & TUS, PERRI A 
< 作用 し 方 向 に よ つ て 種々 の 干渉 色 を 時 すれ ども , PHIRI HER 
を 帯び , 分 極光 線 に 作用 せ ず , 等 軸 曲 系 の PE BEES と 記載 し , 大 多 敷 の 
HAC SOR (S HAE > 需 紅 色 多 色 性 の も の に 属す れ ど も , KO 詳細 に 研究 し 
72 SPA PER ABA MN Otavi 地方 の Tsumeb 磯 山 に 於 て は , こ O) WA Til ES Se 
ee ee ee 
Bie Prien に 配列 し , BE 多く の 場合 に 於 て は CAL IEE FES. AE 


ES Schneiderhdho, Avikitg’ z, mikr, Ream: v, Untersg, v, Erzen p.240, 


1922. 
2) J. Murdoch, Micr, Determ, Opaque Min, New York,1916, p. 98, 


220(20) a A Th i TR OR 


(= PBN 2s SHAKY Ke LCM L, 2206 dD MMA OMIA 接する 
場合 に 於 て は , BIC TF OBER O CREO BEE SLA Eb, それ 以後 
ODBEINK ELVA BS HANS, ALARA O RR 7s 6 7% a6 Ce ITER 
氏 は CugAsS, 2°]a) ARIS BBL, TRICHY C (SPALL BRE BS tr E 
も , ME URIC HST (Sree EE EC BRIE ST DOOD LWHTCY o 
然 れ ども , 氏 の 所 調 grunlicher Enargit 32 OIC BET HS CH) HK Vahrerz 
と 遍 別 し 上 難 き こと は , Schneiderhéhn 氏 自 身 も 切 = a SANZ UT, Bik 
ILO PCM BIC S SS MII CZ EHS] we こ は 必 ず し る も RALEROR 
. た る 座 譜 と 認め 難し 。 KOPP Hee HAL FURS, & OS AL SG (ten nan- 
tite) に し て , CO HRA DaPRALIRA CZ EEO MEALEADK Cenargite) OUT pA’ 
Seo, DES CEP UD & OEEFRIIUVO TC Ze 交代 せる に 非 ず や と の BES, 
Graton, Murdoch pa REIS KEY Montana Jt] Butte PRA SHVUOURA 
Ze "WD 1 AL SDS & Hea SHO £ OIE & %, Z%e Mottled enargite と 命 
BED 6 
HEDT, Murdoch 氏 は Schneiderhshn FEO Hrs “ gruplicher enargit ” 
MES SB EDLBHS, MAD IPRA 2 AES B PEO MEL SID Ze white 
enargite”” £#FL, ZIM UL CHIC ALE RE S LS 4 O® “pink enargite” 
tL, HASH D AeA L, fH t UCM SHE 8, 後者 は 常に 粒 
WEG 2 75s L, Shea ST と 記し , 双方 と も に HRA ae る CugAsS4 
よめ り 種 々 の 分 量 の Sb を 含む も の に 至る こと を 除 言 SUH. FRI Kets, 
OMI SEO PAA white enargite (2%, luzonite 及び famatinite 
CiieoeFMD ($CAvSav pink enargite POMHILBH>LOBOT - Fe 
<HOSEOULT, ア ンチ モン に 富める も の 即ち famatinite 中 に は 百 


1) ARE a rk Y Cc Cu37.91, As 18.47, Zn 10.45 
Fe 1.40, S31.77 合計 100 と し て 和典 へ ら る 。SD Km CURRY bat, 


oO 


al 
な 
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Cc U CHUB OMI B & Ore Lo 

TES ALG DWAR BEC SAAT TE REGAL SE の 條 下 を 参 せら れ 
eS 

RSET SAM MIMO ETC TAR, 硫酸, 曽 性 加里 等 を 滴下 する be 
2 LSM Lo 1h LIRA Siig, その 周 園 は 硝酸 の 蒸気 に よ つ 
て 褐色 に 細 ず 。 青 化 加 里 の 稀 蘭 な る も の , 過 マン ガン KRIM BO) 中 性 な る る も 
OS, Ric BAS fx 
RE 7 Lo 

ASBED) 22 Seb ES IG 
ANS S & Oise S 
ra (CJ We IS に し て , 硫 
AR2e INN te BiB ン が 
> PRUE RYU & & Te 
< OFFA ER Zs Oo IE 
ft ORR FE (SOA 
OT KH DO, IA 

ば 青 化 加 里 液 に 於 て は 
<(007) ORISA BAIL S tr CH alc BP are 6,4 (100) の 面 は 之 に 犯 き 
SO» < Efi Cis ¢,o (oro) Os AO pH firs, 

MED, BO tes & ON % WAGGA HO) 研 魔 面 を AE AL A Le a Usk 
酸性 過 マ > 2 > AR BIS CARS 2k, BAL TOMASI AI LOT 
MOREE ee RIS Bb, その 境界 を 明か に する の みな ら ず , その 或 る る 

OUSMMEA ADAH HUST oS tudh § ヶ (320) に 従 つて 反 覆 双 唱 を な す 


BROOK AS. , HB 2A ZeAMRTS LS 
PACMSRES CORE GICALDHTDE L IGISAES BISA L UC PRM, BERMAN Ic 


29222) HAR MKS 


て , FELIS (STE SEA OKT OBEY O, Bld t ORM BA LCE 
ELD LOH 06 © OFEPOLIMBE Iz (LIGNIN OD MBI Ze Het FB BBP dp 
TEI IABR & ICEL Ae TED & DB ILICO o 

PRL Eb, Dt 5 (G2E & HRALSMOO AAAI ILHYO CRUE L < ERE L, BE 
LS BARONS RU BIE Ae LS. 

要約 LAL 2eBES BUC EBERLE. その 結 品 形 並 に 反 
射 題 微 錯 的 性 綿 に 於 て , Schneiderhéhn 氏 の “rosa Enargit,” 或 は むし る | 
Murdoch 氏 の “White enargite” に 一 致す べし 。 


HAES SICH YC 特に 本 研究 に 要 せ る 標本 の 探 集 に 便宜 を 賜 な はり, Ho TORE 
品 の 一 部 を 京 羅 て られ た る 花岡 銘 山 職 員 諸 賢 に 深謝 す 。 


SO Atal EO RA Rah SA 
mt UE BK BB 


SBE MAIR POE SIA & UC iRALSAMR % HES OC LSE < AF 
FUCHS BS PFI LC, 2 (100), 5010), < (001), & (320), m C110). 4 


(120), 2 (102), & (101), s (011), J (051). OS HAL 6 tr, 次 の 分 析 結 果 
RAW GA. 


Die | 年 次 | Cu Fe As Sb S a tf 
堀 cae 739%) 46.48 |. 0.45 | 1712 | Lis | 32.24 | 99.59 
Paste |p 4348) 4689 |... | 15.89 | eee 33.75 | 99.85 


LD) AE TE, HAH So 13 4B 192 貢 明治 39 4B), 上 山 小 二 郎 , 同上 201 頁 , 
WAS ARR, ew BA 29 頁 明治 44 年 う ) 和田 維 四 耶 , BAO EE 
CAIE 5 年 増 訂 版 88 A) 
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Bt Eb SOMA BET SARTRE GR ARILT  F 
(SENT BEL ERRALENIRO WEIR LC SIME 4 O2e も 比較 研究 中 , 少 
US TERTN SBS SRUTS » CMS NS Lo 

余 の 標本 は 高橋 純一 阜 兄 の WOLD > 6 HIMESHRS UT, その 終 断 
面 及び 横断 面 を 研 魔 し て , 反射 題 微 鏡 下 に 観察 せる に , 特に 横断 面 上 興味 あ 
る 現 祭 を 見 た め 。 棄 に 肉眼 に て 知ら る ゝ が 如く , 同 研 魔 面 は BAO BIB 
MOE 2, 2.5 SBS SOMME と, それ ら の 間 を 充 た せる 綴 
窓 塊状 の 部 分 と よめ 成り , 自 形 の 結 曲 は 概ね 々 軸 の 方 に 薄く , 26 軸 の 方 向 に 
HEB SIERO A L, m (110) 及び a (100) ¥ E> DHAUE 
な る 輸 廊 を や 有 す 。 こ の 部 分 は 明か に 多 色 性 示し, = ニコ ュ ル の 振動 が 2 軸 の 
方 向 に 一 致す れ ば 淡紅 味 を 朱 する も , 交 に 直角 な る 時 は 放 白 色 に し て むし 
ABM ML, SOMME K ¢ Murdoch 氏 の 所 “white enargite” に 
致す 。 

然るに これ ら の 結晶 を 園 ん で , BALEMBOM 0, 更に その 外側 に 多 敷 。 
OW RO SEROK LU CO CHRO BLS OHO, これ ら ASCH は 完 
本 に 前 記 の 結 品 を その 結 品 形 に 従 つて 被覆 し , 一 見 一 個 の 結晶 が , eve 
心 校 と , 淡 紅色 弧 密 な る 内 居 及 び 不 純 物 に 富める 外 誠 よ り 成 る Mh EIS 分 
SPs. MOT, © OUT RE 7% SARIS, FON RIS S » 自 形 
の 部 分 に 比 し て ALORIR<, stage を 如何 に WBS Sb 淡紅 色 を 内 は ず , 
Murdoch 氏 の 所 調 “ pink enargite ” の 性 質 に 一 致す 。 HOT, 自 形 の 部 分 が 
その 24 還 を = コル の 振動 面 と 一 致 せ し むる 時 は , この 部 分 と の 選別 や ゝ 不 制 
We RAE}, SAGE SIRS OMNES LS, COMPAL & 26 
AMIDA Fs > DBD & WALI TO & OOPS ACRE 6 Fc 


1) Murdoch, Micro, Determ, Opaque Min, New York, 1916, p. 95. 
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POOR CRE GUIS 結晶 相互 の 間際 は , CRIT 
滑 弧 窓 に し て は ぃ 一 様 に 淡紅 色 を 時 すれ ど も , 捧 大 度 を 大 に し て 特 に 注意 
FUL CHD CER MOT SMAI, し か も それ ら の 圧 界 は 通 

第 = is BE CREPIL TT (SED D 


of SY ATE. 難 Lo 
NAMING pores SRB (2 Le BE = 3 


ル 下 に 観察 すれ ば , 自 
BOB tA Ze AD OA 
外 二 居 並 に を それら の 中 
間 部 は , 明か に 色 AR 
に する 微細 な る 部 分 に 
分 れ , 方 向 を RIF} 
多 敷 の 細 粒 の 集合 より 
成る を 知る 。 こ の 開 係 
ey IF BE ELSIE ST TT CKCN IT [BS fh (£2 OP Mie It 0 
BWI CHEAT IED LT, それ ら の 細 粒 は 屋 々 BMinl ko 
Wes Ct BEIOM Lo 
DEBS SCROME Lic SHAMMOMA, REWe な せる ZO 
自 形 結 品 と , それ ら を 被覆 し 或 は それ ら の 間際 を 充 た せる MBE Seer 
と よめ 成り , 前 者 は 明か に 多 色 性 を 示 し て , 穀 紅 白色 乃至 蒼 原 白色 を 時 すれ 
と る も, 後者 は CEO BS CIR MLA BT. 即ち 前 者 は 
Murdoch の 所 調 White enargite に 類 し , 後 者 は 同じ く pink enargite に 相 


I 
A 
A 


fa 0 
然 れ ども , 若 し 前 者 の る 軸 を = コル の 振動 面 と 一 致 せ し め , その 最も 紅 味 
を 上 帯 ぶる 位置 や 以 て 後者 と 比較 すれ ば , SOBA CMe BD, HO 


ie #8 BRB x 995(25) 


BH AIF WAS Hk, BRE LD BRIE MADE HO AA BEL 
TNbo ZRUTHP Sic, 所 調 pink enargite も その 宣 質 に 於 て white 
enargite と 相 達 な く , た ヾ その 極め て 種々 の 方 向 有 する OBS &£ 
成る た め , その うぅ SICAL BI ALOs BBOAB ALS BHO 
調 を 支配 し , 如何 に stage PHT 4 AHL UTIEMA Re BESS 

に 非 る か 。 この 推論 は 所 講 pink enargite と white enargite ¢ D(C EN a | 
D# t po DHE ¢ , Pras pink enargite DA ILM BOREH LE UTOART L 
いふ Murdoch 自身 の 記事 , Wel 4 OV KE et SBD CARBO 
RAS SBR ESBS Lo | 


BuRATRERBOUERDT 


meet im th 純 「 一 
Met NA RK H 


幌内 頁岩 が 大 位 的 に 特に 特殊 な る ぁ るる の で あの, HO HERE Io に も 特 相 を 
星 す る 事 は 周知 に 属す る 。 面 し て この 頁岩 が 外 閣 的 に は 可 成 り OBE 
す 場 合 に る も, その 泥 族 質 な ら ざ る 眼 め , KAGE CHAU OC eS 
Ald, ICRA OOS) DARE (2 29D CHE SICH So 

ARID OR TE tHe Fr oHRHORER ATH OIR (KA) を 
FEAWHAS (81) 及び 幌内 頁岩 ( 表 3) CHRLTHAI, その 主 成分 
(S28 § BOP MILLS SBD WET H So KARIM T 6 LAER Sia 、 
BemeOZeROTHEER® 100 に 換算 し た る 12,3 CMO TEAK, 
SiO。 は 居 位 的 に 上 位 に 属す る 稚内 頁岩 に 最も 多く , それ より も 下位 に 悦 す 
る 石狩 頁岩, 更に 下位 に 属す る 唱 内 頁岩 の 順序 に 減少 し , FEL, RICE, AK 
は 反 衣 に 増加 し , 苦 士 ア ルカ ヵ リ も 概して 増加 の 傾向 を 示 し て 居る 。 


/ 
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幌内 頁岩 は 加里 に 富み , その 含量 は 曹達 より も 多き 事 と , 苦 土 量 の 少 き 事 
を 特徴 と する 。 以 上 の 分 析 に 於 て は 酸 に 可 深 な る 茸 土 の 測定 を 行 は ざめ し 
RUT, 終 泥 物 の 計算 は 不能 て ある が 事 質 上 所 調 水性 雲母 の 量 は ARCH 
て 草 土 量 に 比例 する 2。 

第 = R 


A B 1 2 3 b 


‘sio, | 69.53 | 65.21 | 77.96 | 72.96 | 70.29 | 68.50 
Al,O3| 11.30 | 13.65 | 10.78 | 11.86 | 12.86 | 14.36 
Re,O4| 1651 | 6391) B40) 6a.) | FOR Nome 


CaO 0.85 1.18 0.68 0.89 #3 1.24 
MgO 2.35 2.92 1.62 2.47 1.36 3.07 
Mro 0.09 0.11 0.03 0.09 0.20 0.12 
TiOs 0.52 0.51 0.19 0.54 0.3 0.54 
P205 0.09 0.08 0.05 0.09 0.12 0.08 
K20 169 Ne 2:33 2.00 tia $9 2.45 
Na20O 2.38 2.83 1.98 | 2.50 2.48 2.97 
Ig.L. 4.75 SO の eee ae fad See a 


| Tatal 100.06 | 100.43 | 100.00 | 100.00 | 100.00 | 100.00 


AANERGHAaA 1. 稚内 鹿 質 頁岩 3. BAR ACL) 
BAMKRAA 2 ARR be 


以上 3 種 の 頁岩 は 北海 道 今 油層 に 於 ける 訂 位 的 堆積 的 標準 居 に 局 す る る 
DCH SVL OM MEL AAL YORE Ze ART (IETS dy BE 
CHB. 

上 表 中 B 及び b (SIGH ORA tte SSW DG 東方 ATE PHC 
AMIR UCHR SREARBODMRCHS, COBBLE 
ACRICSIE < SUR Ly 岩 質 も 甚だ 若き 観 が ある か ら , UL CAMMRBL-O I hE 
居 群 の 一 部 に 相 党 する や 訟 や は 暫 ら く 措 き , その 成分 は 概して 幌内 頁岩 の 
それ に 近い 結果 を 示 し て 居 る 。 

(FOIL ARTEL & O & EIR 位 に ある も の と すれ ば , 上 記 分 株 の 結果 
(SRA ARCH, HABLA O 1 MICE L, © こ ゝ に 新 輪廻 の 開始 を 
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意味 する 事 と な る 。 
1 地方 に 於 ける 水 成 岩 の 昧 庄 は その 堪 積 相 の 連 績 的 毅 化 に 於 て ROBE 
を 示す 事 は , 以前 か ら 認 め ら れ た 事 近 で ある 。 そ の 化 尋 成分 か ら 見 て も 同 


・ 様 な 闘 係 が 成立 する 事 は 上 の 表 か ら も 之 を 宮 ふ 事 が 出来 る , 然し 上 記 の 輪 " 


回 は 或 は 偶然 な る ぁ る や る も 賠 り 難く , BEI TAFE OREPE IC RO TC, BG 
細 に 分 析 を 行 ふ な ら ば 或 は 上 記 の 輸 如 は 更に 多く の 小 輸 廻 に 分 ち 得 ら る ゝ 
も の で あら 3 。 本 邦 の 如く 火山 活動 の 状 し き 地方 に 於 て は , WERT HRS. 
純 堆積 由 的 の 立場 の みよ り 之 を 論ずる 事 は 不可 能 で 審 ろ 火山 活動 の を それ に 
直接 間接 の 開 係 を 示す も の で ある 。 


it tm & MH 


— 


PIS RSE BY O tte sete ati 
Met i AOR A 


3% Zeitschrift ftir Kristallopraphic ee bic AU & AS aim OC (SAR fe] AE A @ HS & 
PAD Sted CA Fre SEU MLAS APCs 原 誌 た 親しむ RAD Po~ 
BESET SEV, PICA MIC MRE ASS SS ARAL EY LCPEL, K 
Me Bu-cLLMBMI SCL LUV, GEBAD 


7 it 

最近 の 敷 年 間 に 余 等 の 研究 室 に て , BF FERRIED O KEMAH X RY 

方 法 に より て 分 析 す る を 得 た め 。 選 等 の 研究 の 成果 を 手頃 に 線 括 せん と の 
意 園 に て 本 論文 を 草 し た め 。 HEREIEM OKRA DIOUD 代表 確 物 種 は , 


完全 に 或 は 少な く と る も 部 分 的 に X 線 分 析 に 附 さ れ た る を 以 て , HME S 4 


1) W. L. Bragg, Zeits, Krist. Bd. 74, Heft 314, Jali, 1930. 


228¢28) AB wy RR 


ASSES OME SR Strike O LHES, ZE-MROILAW の ZY Ze 

SD (SHC AAAB IE SHG SSS Le 

SENREEOCD OAAAHEENC BN L Clk, 最近 幾多 の 研究 者 に より て 各種 の 見 
WARY 62, COMMMORED 何人 の 頭上 に EU GMSDILMID - 
me UMES MZ Oo CAO OWRD ARAM t UB SF OBR RED BE 
VIEL BLE ORD AL AY LW AB S され , 加 ふ る に , HERE OM BE 
(LARDUE StS SAMI LT bb S LATER D LER S tr ORB HL 
ey kr ny UT, FRA ENE BBG GS» (BIO KO Li—& Machat- 
CO 
M1 A > ン 化 合 物 を 廣 く 取扱 ふ に 管 り て 基礎 を な し , JETER BRS, aR ER 
A eee 
ょ め り と 等 の 問題 を 取扱 ひ , ル て の 原子 座標 の 決定 され た る 結 品 構造 の み を 
概括 すべ さく , 筆者 の 参 興 せる 研究 に 於 て も ZO 理 酸 臨 確 物 の 構造 が 決定 
され た る を 以 て , 敢 て この 問題 を 全 骨 的 に 論議 せん と 欲す 。 

2 DFE OWTFES 1) D Ik FER DZ BOE BS CERO 6304 INS Aad 
の X 線 分 析 の 技術 を 上 達せ し むる 目的 を 以 つ て 開始 され た 0  HEMBRSIED 
は 複雑 に し て , 5 < EUS RA iid FD SB, COA (SIRO RY 
FRE BAS Lo 極め て 最近 迄 は , これ 等 の BAD 2 aid 8 RAS HS 時 の 
み ,X 線 分 析 に ょ り て 病 路 に 決定 する を 得 た りき 。 さ れ ど くさ 線 廻 折 の 定量 
的 測定 に より , 更に 造 に 複雑 な る 結 曲 を 直接 に 攻 和 完 し 得る に 至り め , 現在 に て 
は 15 或 は 20 OERB eS SHORE HK A” BIT IE HEE LT, その 構造 
Qisiahinlae 


1) F. Machatschki, Cb. Min, 4, 97,. 1928. 
2) L. Pauling, Sommerfeld Festschrift, Leipzig, 1928, Am, chem, J. 51,1010, 
1929, 
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度 は , MEIC LUTORAICAARY 6S LBA Lo 

SENS D TSE OME PL, 等 化合 物 能 の 結晶 構造 を 支配 する 一 般 法 
MW DBM GS ICBO, ZE 一 般 法 則 の 存在 と 他 の 結 唱 構 造 に つき て 

の 経験 と に より て 多く の 直接 の 分 析 を 行 は せ も 可 な る に 至れ 0。 Shida 

る 結 醒 に 可能 な る 結 卓 構造 を 泊め 構成 し , それ が 各種 の XBMC £O 
CH~ Sa Spe, よめ 近似 的 な る 測定 の 結果 と 比較 処 定 する に あり 。 然 
0 EMEL TOMHDILH O て は , 出来 得る 丈 ED OREO Pr 結 卓 構造 を 構 
WEL, 4 NRF OBI KE A BGI ASR EG 一 般 指 針 を 設定 する は 極め て 必 
BIO LEV 6 

Ds る 研究 の 績 行 中 , KIC CA Hits Ofte WI FD eT O, 即ち 


Tf ce SEE PR 
Olivere ## 
Olivine (Mg,Fe).SiO, ~ Bragg 及び Brown 
Monticellite Mg Ca SiO, Brown 及び West 


Chondrodite #¥ 


Norbergite Mg (F, OH)2 My2 SiO, Taylor 及び West 
Chondrodite Mg CF, OH), 2Mgzg SiO4 ” a2 Ms 
Ffuniite Mg (F, OH)2 3Mgeg SiO4 =” 
Clinohumite Mg (F, OH)2 4Mg2 SiO, =” 
Phenacite #£ = 
Phenacite BesSiO4 Bragg 及 Zachariasen 
Willemite Zn2SiO4 “ ee ¢ 
Pyroxene #f 
Diopside Ca Mg (Si03)2 Warren & Bragg 


1) W. L. Bragg, G. B. Brown, Z. Krist. 63, 538, 1926. 

2) G. Brown, J. West, Z. Krist, 66, 154, 1927. 

3) W. H. Taylor, J. West, Pro. Roy. Soc., A, 117, 517, 1928; Z. Krist, 70, 
461, 1929. 4) W. L. Bragg, Pre, Roy. Soc. 113, 642, 1927, W. L. 
Bragg, W. H. Zachariasen, 2, Krist. 72, 518, 1930. 

5) B. Warren, W. L, Bragg, Z. Krist 69, 168, 1928. 


230680) a A Tk ty TR UR 
Acinite NaFe (SiOz), Warren, 
Augite Warren. 

‘Ampkibole HH th 

Tremolite Hg Cay Mgs (Si0g)s8 Warren ; 
Kupfferite EH» Mgs (Si0398 ae 
Grunerite Hy Fez (SiO3)g ? 
Hornblende ie 

ay 2 y ERR YD a 
Titanite Ca Ti SiO; Zachariasen 
Benitoite Bi Ti Sig09 Zachariasen a 

三 偵 金属 理 酸 増 確 物 

SES Rey va 
Cyanite AlySiOs Naray, Taylor 及 Jackson | 
Sillimanite Al2SiO » Taylor 
Andalusite Al2SiO< Taylor 
Mullite AlgSi2013 x 
Staurolite Fe(OH}, Al4SigOi0 Necay & 
Topaz CAICF,OH))_ SiO, Alston Fe West” 
Beryl Beg AlgSig Ors * Bragg 及 Wee 
Danburite Ca BoSigQg Dunbar 及 Machatschki 
Thortveitite ScySigO7 Zachatiasen' 
Analcite Na Al SigOgH,O Thor 
DU TEE siz 3 D SEP OR Yn _ 
Zircon Zr SiO, Binks 


1) B. Warren, Z. Krist, 72, 424, 493, 1929. . 

2) W. Zachariasen, Z, Krist. 73, 7, 1930. 

3) Do, Z.Krist, Cin press) 

4) St Naray-Szabo, W. H. Taylor, W. W. Jackson, Z. Krist. 71, 117, 1929 ; 

Pr. Roy, Soc., A, 119, 132, 1928. 

5) W. H. Taylor, Z, Krist 68, 503, 1928. 6) Do. 71, 205, 1929. 

7) St. Naray-Szabo, Z. Krist. 71, 108, 1929. 

8) N. A. Alston, J, West., Z. Krist. 69, 149, 1928. 

9) W. L. Bragg, J, West, Proc. Roy. Soc, A. 111, 691, 1926. 

10) W. Zachriasen, Z, Krist, 73, 1. 1930; B. Gossner, F. Mussgnug, Cent, 
Min, A. L, 1. 1929. 

11) Taylor Z. Krist. 68, 363, 1928. 12) W. Binks, Min, Mag. 31, 
176, 1926; R, W, G. Wyckoff, Z. Krist, 66, 73, 1927. 


/ 
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この Zircon OA Py BES Vagard の 決定 の 後 間 も な く Binks に ee a 
BBR Sh, その 主 な る 特性 に つき て は HEB). Topaz の 理 起 航 | 
構造 は Pauling と Alston 及 West と に よめ て 同 叶 に その 研究 を 姜 表 せら 
PIED LODE Oo 次 に 提 ぐ る 結晶 の 構造 も 本 評論 中 に 包括 せり 。 
Menzer に よめ て 分 析 さ きれ た る Gornet の 結晶 構造 急 も 
Grossular CasAl。 (SiO. 43 Almandine FegAly(Si04)3 


Uvarovite CagCrg (SiO4)3 Spessartite MngAlg(Si04)3 
Andradite CasFeg (Si0,4)3 Pyrope MgsAlo(SiOg )3 


Jaeger に より て 研究 され た る Nosean 及 Ultramarine の 結晶 構造 
Nasean NagAlgSizgOjo. Nag SO4 

PR ORAS BBR OI CUS, 原子 座標 の 決定 的 に HEE 4 EERE IED 
HEEL LUO BOM Sart Oo MILE Schiebold (kB is RABE 
(EIS 4% fii TUK % BAAD EAE 7e BRL, Manguin (SR BHIRC Bal Ug 
TERK DD WES 2 HG O, Gossner 及び その JM I に より て な され た る 
EERE ROAR maT IS CT, その WEAN BA WR OBR DE 
SBIHO So SMEKFORUAM KD SD MAORRMS, 完全 に 決定 せ 
} tanntie © A t= eH L Came S AxtBeim (SERIA SO So 

ORDO R—, 二 種 の み が 分 析 さ れ , OMAP. & OME 2 4 
すこ と を , 僅か の 測定 より 知ら れる 場合 多 か る べし 。 べ 線 測定 方 法 に て 支 


1) L. Pauling, Pr. Nat, Acad, Sci. 14. 603, 1928. 

2) G. Menzer, Z, Krist. 63, 157, 1926, 69; 300, 1928. 

3) F. M. Jaeger, Trans, Faraday Soc. 25, 320, 1929. 

4) 1930, 2 月 B. Warren (LGR ELC Melilite Ro ga ih ih CBF 3 
ACEH V, Parc Z. Krist CHLO~<L GRAHAME OR UE, BS 
Bee SEK 1061, ZeKA 

5) E. Schiebold, Trans, Farady Soc, 25, 334, 1929; Fort, d, Min, 14, 62, 1930. 

6) C. Mauguin, C. r, 186, 879, 1131, 1928, 


232082) BAR DB ke 


持 し て , RW BOREL TET SWORE FRAO 6 OSS 研究 
ZRHO, SLBA FOMROME SME 6 TAB AAIDO K » flit ete 
る や に あら ざる や を 参 察 し 能 ふ 時 期 に 到達 せめ 。 : 

Olivine Phenacite, Chondrodite, Pyroxene, 及 Amphibole 群 は 二 信 金 層 
SEPRUEMED OFA SURE ILC 包含 せる を 以 つ て , FC ORO-M 
的 調査 を な すこ と は 可能 な る ぁ る こと な る べし 。 猫 ほ 今後 研究 を 要する も の ・ ゝ 
rh 最も 重量 な る は 恐らく Talc He Mg3 (SiO03)4 及 Serpentine H4gMgs 

。0。 の 構造 な る ぶし 。 Amphibole % Serpentine も その 形態 に よめ て 商品 
と し て は 共に “ Asbestos” £ #6 tr Clark の X 線 研 究 は , CAREER 
物 聞 に は 官 際 構 造 上 の 闘 係 の 存在 する こと を 明 に せめ り 。Pyroxen 及 Amp- 
hibole OF AX L &HET SS Si-O 連鎖 の 間隔 は Serpentine 中 に 於 て も 赤 同 
—750, され ば Warren DBF te S Amphibole の 研究 結果 は Serpentine の 
構造 の 解決 に も 赤 碁 だ 役立つ 如く 思 は る 。 極め て 面白 き 配 位 を 示す な らん 

思 は る 構造 は Hemimorphite Hy ZngSiOs の それ な りり 。Dioptase Hy Cu 
SiO, の Pphenacite FRCS SBR Re BT SEOKO. MO EMES 
TNREBOE 7s 6 SERREOLAG ICBC d, 茎 に 確定 せら れ た り と 笑 す る も 部 
て 過言 に は あら ざる だ し 。Hornblende 及 Augite, Acmite Na FeCSiO』)。 
Jadeite Na Al (SiOs),, Spondumene Li Al (Si03)2 等 の 如く Al を 含む 
2% § OPils& Pyroxene 及 Amphibole に 類似 せる 含め 二 居 金属 理 酸 忠 と 
U CHRIS 224 2 HSH L To 

SR BEER SA O SEBS StF. Al, SIMO が 結合 せ 
DARRBIS Al2SIOs 及 Topaz に 於 ける それ に より て よく 例 譜 せら れ た 0 り 。 
Menzer の な し た る Garnet の 研究 は 甚だ 完全 に し て , Zié Beryl と 共に 高 
度 の 敵 笑 に て 配 位 せる 化合 物 中 の 題 著 な る 例 な め 。Jaeger の Ultramarine, 
Taylor の Analcite (LOS TH SHES Zeolite に その 特性 を 奥 ふ る 結 


ae: a A 及 MR & 933(33) 


MMBEOW G2 Ho Thortveitite 及 Danburite OMSEMOMBO-— 
=OULAD 8 DHE SIE Yo | 

ASO CHES, © ORK & BIZ SHWRS Feldspars 及 Micas PEED 
べし 。 Schiebold は Feldspars O)fsti< Bl LRM e BER L, 更に 完全 な る 分 
佐 を 行 は ん と 公約 せめ , RO BRE SHES, COMMIS MBI UT, その 
Hie SAPMECISIETE L (SWE % & + B&D Yo Mavguin は Mas Poy’ 
ae t DE Tb BUUEL Sb, ATE その 結晶 構 造 の 詳細 は BRS AIC 
ら ざ りき 。 

Pyroxene 及 Amphibole と し て 分 類 さ れ た る も の を 除き て は , 一 人 及 三 
(Re BOFERRES ICAL CISSBA ERA Bits Lo Boron を 含有 す ZEEE 
例 は Dauburite の み に 限 5 ら る 。Chlorite FRB A Kaolin は 未だ その 
研究 な し 。 

か く の 如 く , 残 され た る 仕事 は な ほ 多 々 あり と 洪 も る, 既に 明か に せら れ た 
る 知識 は 碁 だ し く 暗 示 に 富み , 結晶 構造 の 調査 を な する HC 早計 に は あら 
ざる べし 。 

PALES LS AIRS, 結晶 構造 の 主 な る 特徴 を 記 述 し , Z 
を 賠 解 を 用 る で 府 明 せめ 。 記 載 は 簡潔 を 旨 と し , 詳細 に 豆 9 て は 原論 文 の 参 
HEISE DS DBD BBM eC SCL» EV. 

Olivine, Chondrodite 及 Phenacite # 


ZO RR SRHILD SiO, HAL, 各 SURFED MBO 隅 に 位置 す 


1) b3BOMPRE LS te SRIC, Pauling Micas Riz tH ko he 
有する Clintonite FE (Talc, Pyrophyllue) の X 線 分 析 CPr. Nat. Acad. 
Si, 16, 123, 1930) EAKYY, ZHEOMMRIED 解決 は RMI KO— 
MEWS LIC HE te SMEG SMT BOW Vo ZEAL S- OG ORC TR 
kB DO KESESE OPS SHEL 2 ABH S~S West の Musc vite 
に つき て な せる 測定 は Pauling に ょ り て 確定 され た る 構造 と 完全 に 一 致 さ り 
% OBAMIC ADT ORMILA AA ORE CH IEANET 6 
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SM ORT E OMB Sh, ZO OM FIL SEA SNELL <, BEE EMR 
化物 及 硫 酸化 物 中 の CPO4)',(PO4)” SOM Lo Si と O & OM ORABEL 
約 16A なり 0。 ; 

Olivine 及 Chondrodite 群 は 密接 に 開 係 し て 連 績 の 一 系 鹿 を 形成 せめ 。 
Olivine の 結晶 構造 は 策 エ 彫 (a) 及 (て b) に 間 解 せめ 9 。 堪 剛 は X 線 分 析 に よ 
る 原子 の 息 際 の 配 位 を 示し, 大 園 CO 〇 原子 ), 小園 (Mg 及 Si) に て 結晶 中 に 
て 原子 の 充填 され る 韻 念 を 興 へ ん と せり 0。 右 岡 に 於 て は 原子 中 心 の み を 示 
LC, 結晶 構造 は よめ 規則 正しく し , その 理想 欺 態 を 示 し て 一 般 的 園 解 ター 
EDIE Bb LA LBD Yo 

Mg2SiOg 76 BAF REPILO SiO, 群 の 存在 に よめ て 要求 され る 如く , 
各 O 原 守 は 一 の Si 原子 に 連鎖 せり 。 また 3 Mg 原子 に も 連鎖 す (第 2 園 参 
Ho Mg 原子 は 機 分 不 規 則 な 群 あ を な し た る 六 〇 原子 の 間 に 横 り て, 三種 類 
ある こと を 剛 示 せめ の , COP BSED IC TRS 0, (HOP RS RT 
(B42 Oo SOMA (L—HO ORT % OOS VOTES kA LL, 後者 は 内 
ー つ の Si DURE LILA T ADAE Yo O 原子 は 殆 ん ど KAR BIMEO TL 
置 に 等 し く 存 在 し , 第 1 賠 b の 理想 化 構造 に て は 正しく ARR ehE t し 
TREO 。 

Monticellite Mg Ca SiOg に て は 一 組 の Mg 原子 は Ca 原子 に て 置換 3 
So Mg に は 容 間 群 中 に て 等 信 な ら さ ざる 二 型 ある を 以 て , WHRBNIR 22 HR 
(Rb » PRO Mg を Ca に て 置換 する を 得 べ し 。 何れ の Mg が Ca に 
て 置換 され る か を 決定 する に は ,X 線 廻 折 強 度 の 幾 分 精密 な る 定量 的 測定 


1) G. Brown, J. West, Z. Krist. 66. 154, 1927. 

2) W. H. Taylor, J. West, Pr. Roy. Soc, A, 117, 517, 1928 ; Z. Krist. 70, 461, 
1929 ; Penfield, Howe, Z. Krist, 23, 78, 1894, E. S, Larsen, L. H, Bauer, 
H. Berman, Am. Min, 13, 350, 1928. 

3) G, Brown, J. West, Z. Krisrt, 66, 154, 1927, 


f 
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を 必要 と す 。 Brown 及 West は Ca を UAT CAGE SLIT, 
Monticellite は Olivine よめ 第 2 園 中 の Mg2 ぁ Ca に て 較 換 し て 導き 出す 
を 得 べ し 。 


SSNS 
Z A 


Ce a) “Oliv vine 


第 一 園 Olivine (Mg, Fe)eSiOg sMAN tHE (DD KK Clap AA cH 
る Mg it BLT LOWE a の 高 さ に あり 。 大 白 園 34/4 oO 3 KD 
S OMFREL, )MA a/2 の Mg 原子 を , MEM SKM a/4 の 
高 さ の O 〇 原子 を 示す 。 Si 原子 は 四面 体 辞 の 中 心 た に あり ・ 賠 た 示さ れ を た 
る 如く 上 向 に , 或 は 下 向 に 位置 そり 。 BA ab oO Ms Fit BR IC OR 
せり (Bragg 及 Brown)。 

第 二 園 Bitre mas on < i S Olivine 構造 。 大 園 は O 原子 を 表し , 
小園 は Si 原子 を 示す 。 Si-O SEG ia MBRIC CHR Vo Ald ORF a PERS 
hobte S PLAT O'R kV _E C+), F (一 & Ute Ome & C ith 
100 分 比 に て 示せ り 。 矢 印 は 條 標 の 上 向 を 示す と と ょ せり 。 夷 等 の " 
MBit > OME PIC BPR LL, ROT SBS LEK TB, 


Olivine £ Chondrodite RAD AVE FEO FATA(& Taylor West の 論 
KE ORPACVSBIRCCHKSI SNL, LORMOMDE HH RELIC 


1) W. H. Taylor, J. West, Pr. Roy, Soc, A. 114. 517. 1928. Z. Krist. 0, 461 
1929. Penfeeld, Howe, Z, Krist, 23, 78. 1894, E, S, Larsen, L. H. Bauer 
M, Berman, oe Min, 13, 350, 1928. 
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す も の に て は “a” HULIRO CAO HD lH & 2.0, Str. EHO 
RN PRRUEZ 2% “OD” HE MESA SEO. MCZHO sila Pls TIS Mg は 
= 部 分 Fe に て 置換 せら る ゝ も の な の め 。 

WCZMOMAHBEIS O と Fe RF LOR ARIE L, この 二 原 子 は 
bho ENT RRO IN SR et SEDO. (100) に 下行 な る 二 つ の 
PFCMV AL DE FOR “a” に 含ま る 。Chondrodite AO Aida Hee fal 

AES FB 3 [alan 3 4r, OC F) OR Fea SAB BR ORR Tithe SALE 
; 第 # 
Hi we FORKS 


NDE oA 
Hi HA 名 ABRRE| aCA) | bCAD | cCAD a CCA) Fhe 
| DF BR 
Norbergite 2 eae 6x 
MgCF,OH ) 2Mg SiO 4 Vn6 | 4.70 10.2 | 8.72 — 1.453 4 
Chondrodite rs ¥ S| mye 
Mo(F, OH) 52MzSi04 mS, 4.73(3)| 10.2C7) ae ne 1. 488) “ 
Humite 16 | 2 | 3 14 x : 
MIF OH) o8MgaSio.g| VP? | TS) 10.203)) 20.86) 1.490; 4 
Clinohumite * = 0 
Mg(F,OH)24Mg2S'04 Coy 4.74(5) 10. 27) 13.6C8) 100°50 1.492 oe 
Olivine ie A 4x oe, 
MgoSi0., Vn 4. PRON 10. 21) | 5.99 L 495) 4 


THE Oo IUTH FYE (100) に 


『 な る VOAP TTB US gv NK Be 0, ei + 


に 次 の 如 < Rte 0 He ARI a に て 配置 せ せる り と FG Sy Ul K 0) Iml4e 一 - Ft HAE 
理解 する を 得 べ し 。 : 
高 さ a( 思 位 格子 の 上 面 ) う Mg (SDAA TH SB So 


CC 0 0 0 0 0 


高 さ a/4 


CC er ry 


CC eC ay 


++ O (SRR AINE 
ao O CHUA FORM): --- 


O(SAAANC TH S Ao | 
Mg は 小 出 園 に て 示さ る 。 
て 示さ る 。 
iS aD RB 


SUR FORMU faleP las Sarre SAN <b HP OU ABREIS CHBas 3 


れ た 0 0 Sit 


に 連結 せ ざ る 園 は 『 或 は OH 群 を 表す 。 


論 + RM & 937037) 


此 等 の 構造 中 に は Olivine の 構造 に 等 し き 部 分 を 含み , F sete OH Be 
SUMS EO CHB So 弧 て の 原子 C 〇 wis Fit 3Mg 原子 に 結合 せめ 。 
AMES 30 園 に 表せ る 志位 更 密着 せしめ て 構成 され た 9。 惹 し か 
く の 如 きこ と が 試み ぁ れ た め り と せ ば , Mg CF, OH)2, n(MgsSiO4) な る 化 

第 


Te) Clnahumite 


(d) Mumite 


Chondrodite 系 列 の 構造 園 単位 格子 は 跡 線 に て 輪 廊 を 示せ Vg 
それ 等 は 第 3 彫 d の A, B, R L tS Bhi S ARAL L CHM 
さる ' (Taylor West), 


座 物 に 謀 し て 次 の 一 艇 法則 の 成立 する を 知る 。 
BU n WAR SI, AMR Vn’ x oH HRROM ALK 
BL n ahr DIL, AMBC) te SAMAR OK EA 
Lv pyPBte DIE, d COOL) 或 は “C” は 4n 十 2 に 比例 す 。 
#2 Lv gs (Bere SIL, 4 COOL) Ble “c sina” は 2n 十 1K 比例 す 。 


HABLA OUNMD X 線 分 析 に より て 遅かれ る こと を 示せ り 。 距離 d 
(001) は “C',, な る 見 出し の 下 に 記さ れ Olivine 自身 の d(001) は 4 に 比 
例 す 。 
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2 OBMAOHAMRIS 22.5, CHEZ STO HELIO TIO 
EDWEE SP SPBPRMS C LILHMRE SC LGSNLe TOWED 
ANY BRD 錯 雑 せる に より , これ 等 の WM eM GENE TES S = 
と は 困難 に し て , ASC” X 線 え ペク ト r の 検査 は 彼 等 を 選別 する 直接 の 
方 法 な り (Taylor 及 West の 論文 参照 2。 こ の 烈 の 漁 の 確 物 種 Mg COH う 2 5 
Mgs SiO4 は 釣 方 唱 素 に し て “C” 軸 は 22x1.49 A に 等 し か る べき な り 。 
Ze “C” 面 より 10 DHBIA~Z bre, 1.49 A に 相 徐 せる 第 11 番目 の 
PETERS ASD bUPPAS AILE O CHOBRN Lo LO ROR TT, 
Norbergite は , 等 の 一 般 法則 が 設定 きれ つ ゝ あり し 際 に , Geiger 及 Lersen 
PK OT X BRA IC ESL St, 厳 窓 に この 刻 中 に 適合 せめ の 2 今後 Mg(F,O 了 HE) ぅ 
(8 L MgeSiOg を 多量 に 含有 する 確 物 に つき て は , Chondrodite Zipp OH 
錠 物 に は あら ざる や を 試す べき な り 。 

Phenacite, BesSiO4 は 三 回 四 と 圭 笑 中 心 と に て 代表 され る 圭 生 を 示し , 
姜 面 艇 的 寧 位 格子 を 有 す 。 構造 に 至 の て は Olivine に 於 ける より 更に 複雑 
E00 CORA FL Be2zSiO』 の 6 分子 を 含み , FF POBIRF (S—BR 
位置 に あめ, 原子 間 の 補 間 的 隔 係 を 園 解す る こと は 更に 因 難 な り 。 と は い へ 

『 造 模型 が 造ら る れ ば , A bMS BOT & AITO 甚だ 簡 電 な る 
人 此 合 の 結果 な る こと が 明白 に 理解 され る に 至る 。 CRG) 


1) P. Geiger, Geol, Unders, Arsbuk, 20, 4, 1926, 

2) E. S. Larsen, L, H. Bauer, H. Berman, op, cit. 

3) Prolectite % 3 LAMM IADLATIC I C ORO —WH te V LIE Dae D 
%, 246 ( Choudrodite の 一 種 な らち ん か 。 

4) W. L. Bregg, Proc, Roy, Soc 113, 642, 1927; W. L. Bragg, W. H. 
Zachriasen, Z, Krist, 72.518, 1930. 
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1197, BB BSSsaARAaaR 
Laudermilk, J. D., Woodford, A. O. 
北米 , 加 州 Coffee Creek pity oe eet 
PIED SAME UCB, 
a=1.606+2, B=1861+4-2, y=1.623 +1 
XV KY, AEN AA Blt 220) F te 
Yo 人 分析 , SiO。 57.70, AleOg 2.00, FeO 
5.32, MgO 21.12, CaO 5.10, Na207.40, 
MnO tr., H20 2.10%, ZEVEMYS 
A FEED Fit Na AlCSIO3) 26.25, 
NagSiOg 10.61, MgSiOg 55.66, FeSiO03 
7.87, CaSiOg 9.67, H2SiOg 9.94%, 
閉 者 等 は 決定 せ 3 SOTERA 
Winchell OMABNAR & BL, AH 
BRA OK, SMAI] の 相互 開 係 
LEAL, BERU AKO 少量 は 苦 土 と 
同じ 影響 を MPHACAIE L, A HAG 
$§\NA lk Winchell diagram 中 に 示さ れ 
た る 者 より リ りゃ 多く の MgSiOs 人 分子 を 有 す 
可 き 事 を 述べ た り 。 最後 に 右 綿 脈 の 構造 
と その 裂 勿 の 成 生 た 就き て 考察 する 所 あ 
‘Yo CAm. Min., 15, 259~262, 1930) 
CER 
1148, IRAE ORES 
Jeb IOS 


Perry, 


Wyoming の Casper Mountain に は 前 
RCRA RAL O BABEL, TONIC KER 
BRU ZCRSAMRBDAL, と の KER 


AS YR kD 誘導 せ を ら れ , ERP HIC 
KV CHAL DS, と の EMA HO 
RELA D AMET UA Hh © HE I & WY L 
BOTY o VEE OBESE TR PRIS ke BCA PC 
あり て , 借 少 の 石綿 LAT Bs THO 
も の あり , 然 れ ど も 或 肌 は 複雑 に し て , 一 
HRD (2 ie At © JK BL KC FR S BME HERE & ov 
し , 更に REGHENK BE BEDE (2 ILA as KY 後に 
Wwe Diath e BIRY SHEMNT H. 
2 FARR BER (a DK Ba IC fe YT AEE 
Fe 3 HR BEE & 2 RAH ZER EL, 
RAIL v HG b RPL Re AF o 
PURER IL 二 っ の 形 を 示し , 中 心 部 は 
FRI UC 外部 は 繊維 汰 な り , TD KR 
鐵 残 の 原因 は Diller 氏 が UAHA OF 
MIC BEL AS SB LG~ LANA 
AE RIC FES — HERP] Dresser, Ball, 
Colony 氏 等 に 依り 一 層 確 め ち らち る 。 こ と の 
Casper Mt. CHSC (LBRO AS fe Raa kV 
BI) HES BML 治 ふ て で BEICTE Re 
られ た る 温 石 綿 を 置換 する 事 が 主 た に 異な 
S Bite V (Am. J. S. 20, 177~179.1930) 
(瀬戸 〕 
1149, 区 米 の ボボ 1 キサ イト 本 欄 1174 参 双 
1150, 高 屈折 率 漫 湾 媒 質 用 アン チ モ ン 及 
UTS 3-Kibw Fisk, H. G. 

1.68~2.05 ohn & Bi > RAE 
OFM IC, Piperine & 3K vFev 
及 在 素 の 非 語 質 混合 物 使用 さら る 。 Tee 
Ais BRR 7 AO > RTA EE 
XbA DS Vo 

製法 は 重量 比 3:1 の 3 活化 アン チ モ 
ン と 3 活化 砥 素 と を Piperine CIBC, 
100°C AYE THRE LO, HHL 
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SFE te SiS LI SRBHT 9 所 
RRBs Piperine の 量 に より て 加 
WI SRE HIRSH LIAM ic (eT 
Skis, LH UML e ダラス WIC 
at, MEMS, BSH ORG CHL & 
WSSRRbE NRA F ~ を 掛り, 冷却 
LD SFRIEIC REET HL HEM O WH 
Piperine 及 活 化物 を 純化 する を 要 し , 
Piperine の 孝 め た は 基 ェ チル アル コ 1 ル 
溶液 ょ り 再 三 再 結晶 せ し む 可 く 〈 く , 汰 化物 
は 各 元 素 の 規定 量 の 直接 合成 に た ょ り て 作 
BH, 純化 OB wie ia JEK 2 Hitt eH A 
bb BoCAM, Min, 15, 259 ~262, 1930) 
C_ERAD 
1151, DEHFVHLE RRHORA 
Te Ro 

FGA EASA LSCED 3 He 
土 中 に は GEO TH+ FY GR RSH, 
析 結 果 た に た ょ れ ば 0.18% V20s を 含み , 分 

光 宮 引 た に ょ り そ の 存在 を 確 め た リ 。 こ と の 
含量 は 火成岩 中 の 同 成分 下 均 値 の 湯 僅 に 
iV, と の 元素 の 存在 は TEASE OKA 
に 地球 化 皇 前 嗣 係 を 有する も ゃ の と 考 へ た 
Do EMBO RRS Sao 
+F vy OPP ATARI AD RETF IK iret & S 
~¢, (L)As”-+-3F c+-(83V0"}—> 3 Fe” 
+(8VO"}+-As (D6FeCOH)e+As03 
+(6V"}+3H20—56Fe (OH)s +(6 
Vej+2As な る 反 座 に 興 か る も の と を 
Do PUI HS CRRA BE Ie LT 
BLL OO Fo th Pip oF la BEAR EAA IC & 
VA k UREA Ste YM Lee 
Yo GER, 9, 762~767, 5) 
(吉木 〕 


飯 


1152, 立方 及び 姜 形 Fe2Os DMR 
用 4tSh Emmett. P. H, Love. K.S. 

benzine, guajac resin OPP LIC PAW 3 fig 
媒 作 用 , オゾン の 分 解 作用 , 加熱 に ょ る 
magnetic permeability “fi x OFA RICO 
き て , COMA OVERS LRT 3 Ic, Hc 
Kets & SRBC HCA UO OF 
LUDK, KRICL VC MTS Sd WIE 
は 立方 の る の や く ひく 大 な り 。 (journ. phy. 
Chem, 34, 41~62. 1930) 〔 渡 邊 新 】 
1153, 岩 忠 の Zugspaltung 研究 
Tertsch H. 

BEBAIC (a Zug-, Drack-, 及び Schlag- 
spaltung Of SV. LFS MOM L 
測定 する Ze & HU L, HC BIC RG 
る Zugspaltung Ce THe, CZs. Krist 
74, 476~500. 1930 う C 渡 邊 新 〕 

1154, Eukolit O{62x8 Machatsch- 
ki, F. ; 

P. T. Cleve の 行 へ る Eukolit の 分 株 
LU ROR EAE fo X5 Yo Sig 
CO, OF. je, X は Ca, Na, CK), Y, Ce %& 
の isomorphen Kationen %, Y (& Zr, Fe, 
Mo, Mg, Nb ££ isomorphen Kationen 
を 示す 。 B. Gossner 及び F. Mussgnug 
の 定め た る Elementarzelle は と の 式 に 相 
営 す る も の 四 個 を 含む 。CCentlb. f. Min, 
etc, A. 360~364. 1930 (yee) 


BASRAUS 
1155, #coK8 SHES Bartrum, 
J. A. 
TCH A BM © Pa EE Muriwai 附近 の 海 崖 
に Mid-Tertiary OmARUHRE SB 
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Wo ZEAL & PE eeEColumnar 
fan structure RALYRRERE pillow structure 
BRT PCH 80 Ric 全 る WeRE IS 
HLT OBIE OBR OA te SH 
に 過ぎ ず , 近接 し て 存する 2 の HB 
MIAO PIC t EAL, bo RH Sue 
示す る 者 の 如 し 。 

叉 此 燈 岩 の 江 海 許 噴 出 に 係る 事 は 枕 其 
Hi & AS SB, RMR LIK Hee 
OER AE RICHER Ae SUH kV 
知ら る 。 CJ. Geol, 38, 447~455, 1930) 
CERI) 

1156, BRMHIXC £SMBOHI 
Groves, A, W. 

著 考 は 1927 年 に Channel Islands の 花 
id HO DRED & AGEL, 更に ARGC ICC 
は Quimper より Vitre, Laval (RES a 
wR EY THRU RD Fl BR ai ONG 
OE Avo Hy & HEL, 2 OB 
LLe GURY, MUCHA AEM AME 
Ahr b O—Miz BRU FA Hl O— feo 
方 向 た 治 ひ て , AIRC DA BF YV olf し て 
JEL OFFAR BAA ROM LQ BH) bAAwEAL 
SHE fae AS L RI ICS OIE, RF 
(SHU OA ( OFF AS S WEEE A 
TF SRGREAL, 2a, BIKA 
ETP A), SEA, LRU OMe 
PE ARH © PIC PSC AR LV KAAS 
る 理由 た し て , かく 《 UCKHO, ZEW 
AREER OER PE IDB 0 FD DIR RUB 
期 の 冷却 に 依る 條 値 あ る 特徴 を 示す 。 と 
DIAL IBA AIK B 3 Ae fia Hs FE 
OWE RE OM ICBO, CO Beha 一 列 
に 叉 な ら び た る 峰 別 の 場合 を 明か に 示し 


た り 。 MK CORK AME DS CH 

し く amt bh CLC OR ABRAIK MK 
Ye & HB te V (Geol, Mag.67, 218~240, 
1930) CHA) 

1157, 東部 Ecuador, Andes 地方 の 
RES ROBRBISKET Sheppard, G. 

此 地 方 の 野外 調査 に BEC Ik PEIC Sin- 
clair, Wasson, Colony 等 の 諸氏 に ょ り て - 
SRE DHL, FHA と れ ら の Male 
EFEDO A .OMICROTL CK MBC 
abi lL, 主として 各 岩 石 の 肉眼 前 及 Hath 
鏡 交 研究 を BRE eS LOKLTC, EDH 
FH & KH L-CC1) The recent lava,(2)The 
slates and garnetiferous schist, (3) The 
gneisses の 三 類 と な し , こ と の 中 (1 うに 属す 
XS LORHARIN A, 次 駄 玄武 岩 ,(② 
に 属す べき も の は MRAZ a, BE 
片岩 , 雲母 閣 板 岩 , ZO) に 属す べき も ゃ の 
は 暴 雲 坪 片 旋 岩 , ZTE hs Dit ea, Ar Dita KAP 
Tei a, SEK Wit» Hr Wis, 陽 起 右 片岩 
等 に し て , と れ ら の 各 岩 石 に つき Alay 
AO IC HAREM IC, < OPEL, MAT O 
種類 及び MELON, BHO 特性 基 他 
に 就 て 詳 論 する 所 あり (Geol. Mag., 67, 
361~371, 1930) CBF) 

1158, Mariupolit ROt#onGS 
Morozewicz, J. 

Kamieung Row 附近 の Mariupolit, 
Foyaite, 7 2 » ) ea, Wehrlit tthe 
Bip ic APO BA WLAN & L-CHL 
PSE,OLSRCUSA A -—O ABR 
ょ り AM FHLLOTVLRV, TOR 
BONS OLED ETO OUTER - 
び 共 通 性 と し て 特に 各 岩 の Si0g, K20, 
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Na20 の 値 及び K20 と NagO と の 比 を 
示せ そり 9 HERA & LT Salische Mineral 
LH BAS PERGIC CHEV, TIDY 
BRO と し て Salische Mineral (z {J 
hy 870% 以上 た し て 且つ その 大 部 分 は 
WE Ate), Mariupolite に て は 40~73.7 
%EEDT UA Y NEI Tit50~79% 
を 示せ り 。 草 長石 の 多量 な る は KK20 に 
ILL NagO の 多量 な る た め に し て 俗 杏 石 
Aegirin も と れ 等 諸 岩 石 の 特性 な り 。 ft 
CHE HAA OMUN IS MUM DL 
OS ALE AP lt Bi RORY EE 
M9ol.2 を 次 の 加 く 順次 に 並べ た り 。 


2B 4 PIA TER 
tee Moly 
1 EMME I Aa 2.632. 80.0 


2 BRA, RAR 2.678 74.4 
3TrRAIMES 2.699 70.5 
4 Mariupolite 2.712 63.9 
5 Fayaite 2.718 60.6 
6 Wehrlit 3.359 46.2 


と は 地質 前 に 決定 され た る 噴出 順序 と 
一 致 せ り と 。 (Min, Pet. Mitt, Bd40,335 
~434. 1930) 〔 河 野 〕 

1159, FARMERS SuRS 
Chudoba, K. 

WE aPC Bey & UC INMATES AF 
する は 甚だ 稀 な り , 唯 だ Kassel の Buhls 
OGRAC ODN MMR <o (Ab 
る 然 れ ども ゃ ラ ィ ン 下 流 の 火山 地域 の 岩石 
に は 全く 稀 な り 。 今 迄 観察 そら れ た る は 
R, Brauns RU W. Eitel の 仕事 に ちあ る 
の み 。 常に 内 亜鉛 奏 は 石英 と 共に 起り , 
1 LCRA Te & URED PY ASYM IL He Hip 
な り 。 こ と の Hiihnerberg は 320m の 高 所 


に し て O. Burre 及び A. Hoffmannpiy 
に 依 れ ば 二 っ の 玄武 岩 の 線 の 変 叉 申 ょ より 
4km 東方 の Ittenbach に 位置 し , TO 
PRARNEAGRAK LT, Beah 2 HL 
橋 石 , HRA Oi IC BAB AIC LT, AES 
RET HK ORE TY OVINE OBE 
化 は - ERA D 蛇 紋 化 作用 に し て , X 
KURA BRERA Olfih & DCH 5 So 
(Zb, M. G. P, A. 8, 34~344, 1930) 
(瀬戸 〕 

1160, 三成 分 系 K2O-CaO-SiOg (cH 
て AHH 1182 2284. 

1161, BBECRA SOW Tl 
雄一 。 

Bot BR PERRO AA PAIK 
LU, CHA L 信 CONKS FHA 
AACE OE SAC OBA ICIS 
る と と 明か に せら れ , SHAM CRG 
KOMBO Mi ae RA KA, BE 
WAS OMAK LOCBALE SBHK 
JRCZES © t OFEL JB UBIRICT 3 IC HE 
UV FERS CAPE AEE 1, 33 9, 昭 
Fil 5 2) (PRB) 

1162, 基隆 附近 に 見 ちる +RBROARH 
理 談 藤 齋 。 

DILOFALAARABA DUERKOM 
HLS FKL, OKA LBRtV, CAB 
SWERGEER, 1,35 頁 , 昭和 5 年 う 〔 渡 邊 高 〕 
1163, SAFER RARE AES 

PAIN FEAT REP Mi aS RES S LPR 
BR a EHNA BAC eh OME GARB IK L 
THIK 20~45%, TERR 16~489%, 基 士 
0.2~1.2% LC Blan OB RD it 
均質 , MARS HDC LAI LC BAK 


Hy 
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LMEAE YS. ORV, HWA 
岩層 は 主として RRBUBIAMT, ORR 
域 及 太子 河 流 域 た に 廣 《 BAG VG 

BoE FE EN MAG IC LE LIRR ICSC Be 
MWA D IMT S CBU © FEKEB B 6 
鏡 下 に 検 す る に 方 解 石 粒 を 主 と す る る , 
叉 均等 に 石英 微粒 を 温 ず 。 猫 逸 産 に 上 比較 
26a A LOE RIRO=BM iY OCB 
3G FEL PAE AR ER HRAC EC LCA TL BEA Ie 
D, (2) 色 は 黄色 叉 は 灰色 を な す , (3) HE 
REBUY CRB, A 1~ 
11, WB 5) CHAD 
1164, Katmai, Mageik 雨 火 山 
Fenner, C, RN. 

FIAADA Katmai KU oOKMAis1912 
年 6 月 の 事 た し て ,1919 se ve HLS 
の 探検 隊 に 加 は り た る 著者 は , 1923 年 北 
AKA HLA EAT OTE, Hh AER 
と 同行 し , Katmai kil] OA WAITS & HE 
行 て 9 り 。 RK HAIMA Katmai, 
Mageik 等 の 登 高 及 閣 察 を 書き 連ね た る 
者 に し て , 鮮明 な る BMOF (lk FBS 
MOCHV SV LX3- Lowi Katmai 
RADA, AMR, 硫 無 孔 , 泥 池 等 ox 
NMA SHE OV OA (BE Ut 

PACH & % GOOD CKatmai) 及 4000K 
CMageik) OWE CAKRAIC TRY, 
Katmai ORE’ KRG e BAT too 
(, PUR OMA e VS IC, AD Mt 
TEC BAROZET TLE HES, ARIK 
MPMI Ae LST 7 ADAM OWE E 
RET S WIS WOK OM Se 
SHEATH ILA AHEIS Katmai i) 
WE LPT OPAPP? JAKOB 


RO LFS, 以前 7500 Rows eC S 


に て 成 れ る が ,1919 OWA C HEE 
We SBoOMLERS¢ 

FIC HSL BAe 3 BEI OU HER 
層 の 情勢 を 述べ , 77 > DAPES の UMAR 
WSL Y, WRB KATA rahe 
ラ ャ の 如き Who WCET, A A 
EMT 7 Aw TERRE LB IHES Tk, 
AS (a EO hl & WWF OKBEE LF OE 
SLE MET 1 SAUROMD bh XS ER 
き , ア ラス カ ヵ MRBURO ERA EUT 
horizontal ょ り は むし る ろ Vertical thrust 
を 推す 可 き 事 を 論 ぜ りり oCZ, f. Vulk, 13, 
1~24, 1930)〔 上 田 〕 

1165, サン トリ ソ ツ 炎 山 Nautilus FI 
J, Reck, Hans, ¢ 

Nautilus F ] ム の 毅 現 の 種々 相 を 述べ 
た リ り 。 此 ド 1I a ム は 1925/26 年 の Dafni 大 
Ig, Kokkina Nera 燈 岩 流 の 紋 裂 及 隆 
WICH EEL, Ly 年 の 評 査 期 を へ だ て で, 
BELE 2 5 lh] OF L & BLE OEE BKK I 
PASH IC A L2Rh 3 bi aes Kokk- 
ina Nera (R'4 & PPL _EG’, 192844 1 Ak 
y 3 月 中 旬 迄 の 間 に 完 成せ る 者 な り 。 H 
在 は 基 の 項 上 に 深き 2~4 KO [ABIL 
火 唱 を 生 ぜ り 。 

Ktenas 氏 に 擦れ ば Nautilus 噴火 を 
Dafni WE OBE HY DA ES-ES 
は 該 噴 火 の 特徴 を 吟味 し , 種々 の 見 地 ょ 
VRE Epigenetic OA SHE HM 
せり 。 固 に Nautilus o% fit 1929 年 1 
月 Georgalas RORPBKE Vir Ck oH 
we, (Z D. Geol. G, 82, 113-~116, 
1930., Z. f, Vulk, 13, 25~54, 19380) 
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[上 田 〕 
1166, 洋上 の 降 放 KOA 

Seatle 人 通 ひ 定期 般 ア ラビ ャ 丸 が 本 年 5 
月 11 日 . 太 下 洋 上 北緯 5161, PURE 1ET ~ 
45 の 位置 た 於 て 拾 集 し た る 火山 灰 に 就 
て , そ の 物理 前 MO ic LEA EPR 
し , と の 分 析 結 果 を 7 ERRATA 
LILWEL, Bb CI アレ シット 列島 噴火 に 
ょ る も の な る ささ し と 云 ふ 。 (地球 , 14, 175 
~180, 昭 5 う 【 中 野 〕 


2k hk & 


1167, 硫化 玉石 の 交代 作用 に 就 て の 一 赴 
験 Ray, J. C. 

5B BS BRAG PD BHC Se Hs © BE ACE FD IC 
て は 工 に Young と Moore Of Kit HE 
Gd OG ACT SB UEGIDE D Fl & Syntheti- 
cally に 生 ぜ し め , 叉 同様 の 結果 は Zeis, 
Allen 及び Merwin 等 に ょ つて も な され 
更に Schwartz (LPESAITR L HRSA L OIE 
AERC CLS RY , HOwBeK 
Schwartz は dry heat に て 175°C KH 
CHER HRSAMR'P IC disperse する 事 を 
認め し が , 閉 者 は TUR AIC AKVAHEP IK 
て 90° ~100°C DIL UABEIC HST BZ e fel 
様 の 結果 を 得 た り 。 猫 ほ 叉 此 の 水深 液 中 
に CuSO4, S, NagCOs, Fe SO, jig 
へ た る 場合 を も ゃ 只 味 し て 同様 の 結果 を 得 
と れ ら の も の に 就 て の 題 微 鏡 下 の 閣 察 を 
詳 論 し , BORO MURS 掲載 し て 各 
々 に つき RHR, 更に 長 時 間 を 要 す 
れ ば 90° ~100°C 以下 の 低温 度 に 於 て も 
硫化 玉石 の 次 代 作 用 の 可能 な る べき 事 を 
推論 せり 。 CEcon Geol,, 25, 433~451, 


Sik 


1930) Crp BF) 

1168, RRB POR RAMP R i AHH 
1159 2398. ¢ 

1169, ARORA AHH 1148 & 
HRo 

1170, BR BUMOAE, 金 及 金 剛 石 の 
硫 床 に 就 て 加藤 武夫 

FH Bal Hs Fil Hy Si ER OS Hh AC BRT HEA 
(L. SMIAILYPRORA PED HH る る の る も 


少な か らち ざれ どる も 主 な る る の は 中 生 代 未 | 


KE CHM CHAT KRABI Sy 
FALCONS TPC RAR LE UCRA 
せら る よく も ゃ も の な り 。 と の キン バラ イト と 
は 角 春 駄 の 蛇 紋 石 に 富 あ る 基 性 の 火成岩 
に し て , 所 た ょ っ つて は LH RMBA BH 
る 事 あ り 。 人 金 は ウイ ツウ ツ ト ウ オ 1 タ 1 スラ 
ンド と 稀 す る 古生代 以前 の 地層 中 に 用 有 内 
L,X ORAKMTI i * D BRERG 
し て 老 ふ れ ば , MS 特殊 の WKAR F ic yal 
ICP CH es HW LWW PRBS し 砂金 を 
含み し 砂利 層 が 古生代 の 以前 或 は 初め に 
種々 の kKRAckoc Hike bh, その 
{EFA OANA IC IAT B BOY De DIK EAS 
一 度 は 溶解 せら ちら れ , BIC Za 再び 析出 し 
THRE LE OTSE~Lo ACHR b 
ラン スバ 1 ルル の プレ トリ ャ の 北東 地方 に 
& AEREL, ZI PIV スク M2 レス 
ム の 地層 中 に 逃 入 し た る ノ 1 ラ イト 中 に 
ある パイ ロク シテ チ テイト 中 に 用 脱 せる も ゃ の 
に し て , MONA 7Y FI {bE 中 に は 黄 
SAT OS ERD * © Hit & Za, 
自 金 は っ 1 ペ マラ イト Pc As S と し て 産出 
5 So CHARA 46, 621~627, 昭 5) 

CREF) 


yb 
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1171, 北部 Ontario RU Quebec に 
WISE RBSMOBSICKT  Briir, 
G. W. 

BDA © A HR Ey ft OF 1 Be NR A SE 
L ¢ BEL, 或 種 の Vein Pica HEK eo 
含有 せら れ ざ る こと こと, 及び barren veins 
LDA FUT a AN fae LC Re 
ら る べき か SCM tx, SPAM 
一 般 に 弓 入 火成岩 中 又は その 附近 に 形成 
Th, CHOPS BRE ABLE LH 
Lik ar © Build He Ay (EFA IC AEF LE 
LLC Nei LV CEL YOL 
考 へ , Bhi EX (LAB 1/50~1/25 mm 
PEED % DAH TUE © (EA ICC ETB 
KELEORSE~LE KS, RC MRK 
の 性 質 に 就き て 論 及 し , MRI Tou HY 
性 に た し て 骨 度 は 蜂 々 臨界 温度 附近 な る 
CRS (Am. Inst. Min. Met. Eng, 
Tech, Pub., 327, 3~44, 1930) (1p my) 
1172, マニ トバ 附近 の Sn, Li, Be Ha 
(ZRET Wright, J. F. 

Ri ~ = b SHON Ty 24 bE 
年 来 So, Li 及び Be を 含有 する と と に 
ょ っ て 著名 と な れ リ り 。 著 者 は と の 地方 の 
— heb ATE RUDDKIC 就 て 論じ , そ の 
He YG By ER i IC まで 論 及 せり 9 り 。 (Canadian 
Mining J., 51, 514~517, 1930〕 う (中野 〕 
73, PFADORMILRT Smith, 
|g poy 

SIAAOBERIGBKK RO 3 SEM 
& tak L, 更に WAS ORE MW 3 ic 
SIV, TRE DOG & TURK & IC 
別 ち て PAL, 1880 年 より 192946 Ic 
SPERM ERIC CH し , 最後 に 主要 な る 


確 産 地 を 多 租 列 如 し , そ の 人 各 * に 就 て の ; 


BEE © HEM KONDK PERE MLO IC RDK © 
PRO DAES & MIC mS 3 ZONE & 
a Y (Econ, Geol,, 25, 176~196, 1930) 
Cha 

1173, ROAR LA HORWELE 


ASE OK DAT FH 4b MURMICRE 


VED HT © We te SPB EK I Yo K 
OMI (A =hfibV, C1) yr avy 
式 , 火成岩 表面 の BR KLEMM & 受け 
た る ボリ キサ イト クレ 1 BGG MK IC 


し て 最大 な り , (22 ア ペラ チャ ヤン e ペ ベレ 1 © 


WE Ke BLM H Ut HS = SCAT A 1c Hak 
AR ML & FEB LBB te YU oG)a 1 aw 
wv i vk, AE, Baie Aw 
岩 と 互層 せる カオ リン 中 に REL, vy 
PARR ILS © WRINIC IEC LA Ee eT 
地方 , イタ リ !, ト リエ スト 地方 及び っ =! 
PI AGE*, IRPAY, AURA Oo 
WW PYRE RO ヘン ガリ ], ビ セハ 1 を iy 
WiC BY SR a RAC A SERA RA © 
PERRI IC IRE te LD CHRTEF FAV 
は 小 規 模 の LI HI 件 ふ BRAK あ 
り , WRARETG It = FCP BH te V (MAB 
確 時 報 , 74, 12~102, 明 5) GEA) 


A ih i ik B 


1175, 岩 協 園 丘 の 問題 Van Tuyl F. 
M. 
岩 壇 園 丘 の 種々 間 題 の 1 っ は 岩 増 の 大 


な る 塊 の 成因 な り 。 と れ に 開 Lc, BS 


OMS SZ LILY Degolyer KoA —fHe 
に 信 ぜ られ る も の に し て , 高 温 BROS 
と に 於 て Plastic flow ee VY CHAE aS 


246(46) 抄 


鉄 


形成 せら る くも の と 設 か る ゝ も の な り 。 
LDH D HE BIC Mv CHES OPER DS S 
b, KREME OME S data Lo WA 
LC OBC L UR SR EEE, 
Colorado}}| Valley FAH EY BEIE IC TR 
り て 得 た る 岩 壇 を 資料 と し て 況 度 と 流動 
謙 力 と の 開 係 を 填 験 せり 。 其 結果 は 次 の 
ilo HAW HKARRA BIC BT 
Wet SRRERDKS fr & GH 


———| VRE LE 
温 度 | 流動 歴 カ ae ; i 
99 _ (29-000, th/sa. ret 
inch, 以上 の 結果 
65 21.000” fis 
90 17.000” .| ata 
105 14.000 ” 2 8 a aS Sb 
155 11.000” FYE & BIC 


HY LWRORMdS ZBSK UA NBOW 
WICC BAS EIKO CH HL 
得る で の な り 。 CB. Am, A. Petrl, Geol, 
14, 1041--1048, 1930) CAA) 

1176, Vermilion Creek #R sibs 
Nightingale, W. T. 

ib lt Wyoming) m pip Colorado 
州 の 北西 の 州 界 線 に Pas 0, a oe 11 
Wis 5 FS = Ales © EDULE e LC RB 
KBR ZLOTY, BWHKa6 DoD 
ALFCHEEDS VU, 基 内 3 っ は BRO EeePC 
FEO, 12 1S SHAH © ERIC YS. CHF 6 
EO HH SAECO HAHEI RS 
も の に て , MHARBHKR TE Uinta 
I YRO 造山 作用 , 北西 方 に て は 。 Springs 
uplift の 作用 を 宗 れ る も ゃ の な り 。 之 等 の 
周 丘 の 内 2 は 4 つの 異な る 砂層 ょ り 終 湾 
的 に 起 灯 の 噴出 あり 内 1 っ は 日 産 干 五 百 
BUBREET. ZEORMOKA LE 


SSK EPRMIEAE CK CUBA Ae 
に 有機 物 の 確 護 な く , 下 層 に 位 す る A 
紀 層 が 根 原 層 を な する もの な る 可 し 。(B. 
Am. A. Petrl, Geol., 14, 1013~~1040 
1980) CAA) 

1177, Los Angel OFF HOHW FRE 
Cerlson, A, G. 

BWW OM & te S © Hb PE & WY 
Ls WARE LWP BE t © BARE 
KEL ET SROTY - MMS BR 
Ke 依 れ ば Long Beach yh RAC HSC (ECM 
ARE L WP UES KA 一 致す る る も ; 
Santa Fe Spring yRRIC Ct ICIS 
KE LAOS VY, Long Beach yhRoO 
測定 を る 結果 を 各 深 き に 就 い て 老 ふ る に 
同 温 面 は 深き の 増加 に 従 ひ , 下 に な る 傾 
向 を 有 す 。 COPRAIWPHREL YA 
WFC RS S4 OL MBX SH, 
RE te S BBE Torrance 油 田 に て 認め 
bdo ZEOSMREK VSS SBCA 
OME ULB & SHE & ORE HEAT S 
に 至ら ざる る も, Los Angel basia の 地質 構 
造 と は 大 温 に 於 て 一 致す る を 知り た り 。 
(B. Am. A, Petrl. Geol., 14, 997~1012 
1930) CAA 
1178, Cotton Valley 油田 の 深 砂 
Ross, J. S. 

Cotton Valley yHAit Pela ito 
Trinity 層 に 属し , 党 油田 の 深 油 層 は 中 間 
層 な る Glen Rose ft P of KAA OR 
WO RTL IC TRS CREE SLOTV, EF 
油 砂 は 約 900 Rowe TM KA OF 
部 に レン ズ ARE tL CHA L, 場所 に た ょ 
り CHAK 非常 な る 差異 あり て , ZHEO 


—— > 


coy 
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MADER RAT Stor VS HE 
i CELA 20 OE Sha Al 
GRE O PS 2 AS に あり て , ALEK 
re Bie 0 SHOR Baw yy vA ewe 
富 に 含有 する Zo Ay & PRL, Fish 
OBBD (, 2 TC 32 BREET. 
(B. Am, A, Petrl, Geol., 14, 983~996, 
1930) CAA 

1179, Republic DARA OME 
Mason, S. L 

BASIC WG PAC ICR CA 
ぜ リ り 。 Bayabad 地方 は Anatolia 及 Arm- 
enia LIRICA SB PHyewte 0, ZBoO 
山脈 中 た に は BROWS VC, と の Nye 
ellie t LCR Me SS Mie V 
Merefte の 東 地 方 は block fault に 因り て 
地層 錯 雑 し , 時 西部 に 大 な る WR S 
BS. % Overthrust に 依り て 一 選 其 し , 党 
地方 に は 石油 兆候 を 認め 得る % HGR 
POLARS UD RIC Aho LS 
PRC YU, CB. Am. A. Petrl, 
Geol. 14, 687~704,1930) CAA) 


Se Se UR Ft He 


1180, セメント の 岩石 皇 的 研究 
Ho 

Bh BL eS AY b OFM 
EF BRL (Ca047%, Ala O344%, 
Si029%) BEY, & & tribe 1200°C ic 
2405 fe ink Lc eee ih BIZ LO LEO 
は 白濁 色 を 時 し , 鏡 下 に 栓 する に BR 
fa cerikia 2 ea”, Pyckerohff 氏 が セ メ 
ント に 認め た る も の に 一 致 り 。 更 に 
Rankin 氏 の 平衡 岡 に 基き 3CaO, 5Alg 


小柳 騰 


Og, CaO. Al203, 3CaO. AlgOx 5C:0. 
BAl203 ORO O & lis BS B 
CBRE HA AEE J, BCC FAK 5CaO. 
3Al20s と CaO. AlgO3g の 中 間 に 4 成 分 
&L VE 2 Ic 3 CaO, 2Al。 Og に 相 
BS SRA OKRA Ic (A ERIRGE EZ ( 
BIL Vo Hic Rankin Riek HSH 
以外 に 本 化合 物 の 存在 を 結論 そり 。 CL 
化 , 33, 1018~1024, #5) CHAD 
1181, FRAO | FAT b AHHII74Z 
Fo 
1182, 三成 分 系 Ky.O-CaO-Sio, 
Morey, G. W, Kracek, F. C, Bowen, 
NT 

本 系 の アル ヵ カリ に 富む 部 分 は 和 賞 験 困難 
な る た め Ks20:SiO2, K20.CaO:SiO2, 及 
Ca0-Si0n kV SiOgK # 3 ORES 
係 を 急冷 法 に より て 詳細 に 研究 せり 。 其 
Yi RP EOTMOMPLGwMe BILL, そ 
OVE EA IC AB igh & Ee Vo 


kB a 
te & WM | hase 
性 Y 6 
K,0.2Ca0, |B, = : | 
OO, lr OL Oe oo Lele 
oa F FO 1.551 …… 1.539 
2K 50, CnO, |, = 1.543 1.535 
oe oes BS} 方 (HI 川 .59 ……… 1.575 
ORGLO-ve Ae 
ae ae RY FiO 1.57 sees 56 
QKinO, CAO |e weeg| (L572 LT 
3805 傷 等 軸 ! つ ) 1.572 
た 太 G:605 …… 1.600 


AKAGICHAS NE SIMO Nay O 
-CaO-SiO。 に 上 比 し 次 の 特徴 あり 。 SELO 
化合 物 を 生ずる と と , 各 化 合 物 は 燈 融 に 


4 


94848) > 


$4 


EST 解離 の 傾向 Se L, HEAHOHBER | 


な る と と , 及 び MAIL 燈 融 作用 極め て 
選 綴 な る と と な り 。 上 亡 新 化 合 物 の 太 折 
FLAME ARO hii. CJ. Soc. Glass, Tech,, 
14, 149~187, 1930) (FAR 

1183, BI BdS SRA AA BAe Ice 
て ANH 1147 288, 

1184, 温 石 綿 後 の 磁 鐵 貴 «AH 1148 2 
Ho 


A OUR 


1185, EEREORIE FH | 報 ) 炭 化 度 の 異 る 
WOW 小田 良 ボ 。 

本 研究 の 目的 は 江 化 度 の 異 れ る 本 邦 産 
Wipe OA Ht & FF O HAE OA Ee BLO, 
BKAAKOB LOIRE VAAHOM 
JETS BARODA ARR BT 3 BERS HF 
AEF SCH) MHARM Hik Mipe 
に し て , 其 繊維 素 , AA RRL OE 
量 を 測定 そり 。 か くし て 得 た る 結果 を 見 
SK, 腐植 酸 は 炭化 の 進む と 共に WNL 
極大 に 洋 し 後 却 つ て 減少 す 。 基 代 り と し 
て 腐植 質 及 腐植 談 は 増加 する も ゃ の な リサ 。 
繊維 素 は 炭化 の 進む に 件 な ひ て 大 に 減少 
LA OA AIL BE IK be tt © BIC BETH 

に 富める を 朗 む る を 得 さ べし 。( 工 化 , 33, 
899~902 WA fn 5 SB) CHB ELD 
1186, SEREORACH 2 報 う 腐植 酸 の 諸 性 
BAks*etvuyvay HRA, 

ARBRE IC WS T (LG LIC IA } PEERIC 
PS CHE 3 BRROBERE RL, 次 
で 基 中 の OH KEG SERIE A Fr ALE 
の メト オキ シル 基 を 測定 せり 。 次 に ェ エス 
FMIBNHBEHIVTVBOA PAYNE 


EWE V IER HC RIERO MI Lo 


TROD X pA Y WIL 1.20% 
メチ ル 置 換 後 の 同 基 ~ 12.06% 
ェ ス テル 形 の 同 基 7.66% 
= 1 Frio lal 5.40% 


と れ 等 の 結果 ょ うり 試 料 忠 の メチ ル 化 ミ さ 
れ 得 る Hydroxyl 基 及 び Carboxyl 3 % zp 
EF SK, WB 1.872, 後者 は 11.70% 
な リ り て 工 化 , 33, 903~905, 昭和 5 年 ) 
C 観 見 〕 

1187, APRMBEIRT ( 基 温 分 の 
定量 法 小川 享 , 住 本 誠治 , 吉弘 太 作 。 

HO OWA EMEA RM Dike oR 
料 を 基準 と し て 行 は る ゝ を 常 と す 。 然 る 
ICR OE DIL ICME LO NH SYEO 
な り 。 KO CKE ORD E BE hile Kt 
JEOR ICA SPILT SX~DET 著者 
Lo-0 SUEY Mis HA LMA RE 


GO, AbD EEE LE と すさ ペコ 


BOND EE eR i U OCHRE 44, 
881~904, 昭和 5 4A) (HEEL 

1188, AreOSe7Bh IRD SMELT 
(第 ユ 報 う 石炭 の 加熱 及 乾 溜 に 依る 吸 温 性 
Oe 伊木 頁 雄 。 


さま RS 


究 に 拘 は らち ず 未 だ 暗中 撲 索 の 域 を 用 を ず 
本 研究 の 目的 は 雌 間 の 注 息 を 明 た に を ん と 
する に あり 。 即ち 河 結 性 及 時 代 を 異 た そ 
る 10 Rio Hie OAH & 100° ~1000°C 
間 LOOCC 49 1O FA REIC “Ch L ANAK 
FLOOR & We L hl GH BE 75 EE 


2 AAA ORE & OF REAR, FR 


CHRO WIRE & & MTV, H 
結果 を 要約 する に 次 の 如 し 。 


Tt 


yb 
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SRA etd BUC LY HMA PER 
(PF LRBUB AKT > thy Koya pe 
Vi HEE PE I< ST 12 y 400°C Fine Ae BEG 
On & Fi sP RIK WS Cia) 700°C な り 。 

Foc LUG UAE & SH tS HEE te 
} Hiei PST iL 700° ~EO0°CIK JOC OTE, 


MER RICSES 9 SMW Fie ME Be 5 E | 


Biperc HS Tia 1000°C fe ith oyRAB se Be 
So ARR © ji PAB BE & J ALAR © WHR PE 

OVARIES IE IK Eto hy ¢ RIC ARE IC 
於 ける 場合 と 近似 す 。 

Hida te Kite } Arie & YO Fe BPEL 
WEA IC Dir bo NEMB HR OWA 
Ka eth DEE D HEFFE S % OFPIC LT 
同 -GIFOF Kieth? bik SFRKisie 
青 の 分 解 物 と 考 へ らち る ゝ 光沢 ある 部 分 は 
WHEPETE DRA k VADs し 。( 工 化 , 33, 一 
937, 昭和 5 8) Cie SL) 

1189, BROMBH (-HES WAGE IET 
CH 2 FR Arbe © GLI IK fe 3 EA EIR 
Bite PAC ie, 

AMR BHEOKP UH LICR 
る と 全く 同様 な り 。 単 に 吸 温 性 を 測定 す 
る に 代り に 電導 度 を 測定 せる を 以 て 異な 
れ り と す 。 電導 レ 度 は シン キン ッ ン 氏 法 に 
依り て 測定 そり 。 基 結果 は 大 骨 火 に 示す 
が 如 し 。 

1.~2. 各種 石炭 及び ACH US GL HE IC PKL 
400° 附近 ょ り 僅 か に 電 半 性 を 得 。7009C 
BUS XO ABI ALTE & Hi L, 1000°C 
MECH DIL OFF EDI LUCH —E 
{HICik ( BOS Ile 


3. ABE O HAE LO ABLE & OFF | 


Ka eis SRDS Vo HRI AER 


tr} Abe k Ute Sines BAEK L 
て , HE O'RAER Te O 炭素 を 生ずる 事 
を 示す 。 

4 各種 炭素 中 炭化 度 の 進行 て る も の 親 
概して , BELEK IC し て FRIAR Apel 
BCA EE OK) kV Mii te SMe 
BRT RSLOTVPLHSBEB WH 
LT i] —RFOT Kieth? bik 3 Be 
CIA CIE Obe thet V LBB SAH 
feb STR SRAIAWORDKLVE 
活性 大 な り 。 : 

5. kiko ki RO F ws ( Bo Bt 
PEIAGUR: Zips 成分 , Bh © RE IC & 
り て 差異 を 生じ , BH © 測定 は 乾 溜 に 
IAG dpett te OMERABRORAS 
を 知る 上 に 重要 な る 意 羨 を 有する も の な 
¥ of Tt, 33, 937~942 昭和 5 年 う . 鈴 見 〕 


1130, 水深 液 に 於 ける 周期 的 沈 識 Morse, 
H. W. 

ュ ョ イド の 存在 せ ざ る 水深 液 に た 於 ける 
DIN TAU ICO & BLO TERE TF ~ Vo. 
zed PER SS VMN Ba AIK 
起り 得 , と OAFLEIB IS AEM it BIR IK 
CT bEUD TES WANS Wie SHEIK LT, 
X Olmert od CA Bt VY. ring は ゲル 
に 於 ひる 如く , (3 —he)/Chg —hyJ=K 
な る 法則 た 従 ひ , こと の UIA Be 
CHAS 主要 原 因 た る と と を 示せ り 。 
(Journ, phys, Chem, 34. 1555~1577. 
1930) (渡邊 新 」 

1191, BaSOz の 表面 エネ ル ギ 」 


‘> 


950050) @ 


Bruzs, B. \ 

固 中 の 表面 = ネル ギ 1 ERIC ee 
a a Pa ME te SRB, TX lk calorime- 
tric OHI ¥ 0,BaS0O, を 用 ひ た り 。 
Ti UCH Fk VU atSt KC tHe SRA = 
ネル ギー の Intensity factor ¢=310ergs/ 
cm2 WAHL DAZ ICH CMBR ES 
致す る を 見 た り 。 (CJouro. phys, Chem, 
34, 621~626. 1930.) 〔 渡 邊 新 〕 

1192, 金 と 百 金 の 三成 分 李 Grigoryew, 
A.'T. 

BY AS Id FEAR SS — SK OSL 114 ELVA & WR 
FLOLLCTHENESK, FE OME 
に ょ れ ば 1290°C SSBB UC HUH 
に 属す る RSEMIYAIK & を な し , 白金 中 に 
は 202 以下 の 金 を 含み , 人 金 の 中 に は 25% 
以下 の 白金 を 含み 得 れ ども , そ の hijo 
組成 を 有する 固 深 体 は 存在 せ ず (Z. f. 
anorg, u, allg, Chen, 178 213, 1929) 
Cki8 0) 


BARRA 


BRR RcRWIK HR ORLA 
<RUKS THT -ARSM AKA 
せら れれ たり 。 

瓶 王 火山 五色 沼 火口 梁 の 近 其 BY eR 
RE Give RUT PARBAKHS 9 
AT~8 HHS AS MAD WO 水深 
部 た 温度 を 測定 し 、 俳 せ て 陸上 の 測量 を 
も 試み た り 。 


左 に 基 結 果 の 主 な る 部 分 を 同 記 の 許諾 


Bk 
を 得 て 掲 載 す べし 。 
周 較 ke 1,386.16m 
面積 Vaan e ree eS 119.798m2 
水深 PBL Peer erence ee oe 36m 
PREY LEB Moc AIC 
LOOM: の 位置 22+ ces nee en ees 35m 
同左 kK Lb Ores eee ea 23 in 
RE kU Teo ~ 
ZOMG) es 30m 
水 (9 月 78 両日 の 測定 う 
水面 最高 in 22°0C 
° pet eereere re ye 16.5°C 
“PSY (267 Sip -e+- 18.6 
水中 (水面 17.°2 の 箇所 ) 


水深 10 20 30 36m 

て 水温 16.8 15 14 12.6°C 
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